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汚泥再生処理センター整備
事業などにより8.2％減

　福祉やまちづくり、環境、教育、経済など、私たちの暮らしに
かかわりの深い一般会計予算は、人件費、公債費等義務的経費の
減や汚泥再生処理センター、防災行政無線デジタル化などの大型
事業予算措置終了などを要因として、前年度当初予算に比べ
8.2％減の総額191億5,800万円となりました。
　市政運営のテーマは昨年度に引き続き「地域再生」を掲げ、全
事業の見直しを行いムダを省いて財源を確保しつつ、「市長特別
枠」を設けて主要施策に重点的に配分しています。
　主な事業は、『横瀬浦開港450周年記念事業』を中心とした各
種イベントの開催による市民力を活かすまちづくり事業や、『西
海里山イニシアティブ推進事業』を初め『炭鉱遺構等調査事業』
など、西海市の最大の魅力である【自然・食・歴史文化】を活か
した取り組みを進めていきます。また、市民生活に直結する『ご
み処理施設整備事業』や『イノシシ等有害鳥獣被害対策事業』な
どによる住みよいまちづくりを進める事業などメリハリのある予
算編成となっています。

　一般会計は、市税をはじめ、国・県からの補助金や交付金、市債などを財源として、福祉や教育、道路整備などの基本的な施
策を行う会計のこと。

一般会計 191億5,800万円
（対前年度比 8.2％減）

（対前年度比 5.5％増）
特別会計 110億4,928万円6千円

（対前年度比 6.5％減）
公営企業会計 ……4億6,460万7千円

（対前年度比 3.7％減）
市全体 …………306億7,189万3千円

一般会計における歳入と歳出の構成比（総額191億5,800万円）

歳出

民生費
55億2,980万円
（28.8％）

民生費
55億2,980万円
（28.8％）

衛生費
39億6,636万円
（20.7％）

衛生費
39億6,636万円
（20.7％）

農林水産業費
5億3,034万円
（2.8％）

農林水産業費
5億3,034万円
（2.8％）

（目的別）

商工費
2億8,648万円
（1.5％）

商工費
2億8,648万円
（1.5％）

土木費
10億3,383万円
（5.4％）

土木費
10億3,383万円
（5.4％）

消防費
5億3,293万円
（2.8％）

消防費
5億3,293万円
（2.8％）

教育費
18億5,912万円
（9.7％）

教育費
18億5,912万円
（9.7％）

公債費
28億9,485万円
（15.1％）

公債費
28億9,485万円
（15.1％）

議会費
1億9,161万円
（1.0％）

議会費
1億9,161万円
（1.0％）

総務費その他
23億3,268万円
（12.2％）

総務費その他
23億3,268万円
（12.2％）

歳入

市税
31億7,442万円
（16.6％）

市税
31億7,442万円
（16.6％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料など
8億8.126万円
（4.6％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料など
8億8.126万円
（4.6％）

繰入金、繰越金
5億2,344万円
（2.7％）

繰入金、繰越金
5億2,344万円
（2.7％）国庫支出金

20億7,852万円
（10.8％）

国庫支出金
20億7,852万円
（10.8％）

県支出金
10億8,466万円
（5.7％）

県支出金
10億8,466万円
（5.7％）

地方譲与税など
6億3,230万円（3.3％）

地方譲与税など
6億3,230万円（3.3％）

市債
29億8,340万円
（15.6％）

市債
29億8,340万円
（15.6％）

地方交付税
78億円（40.7％）
地方交付税

78億円（40.7％）

自主財源
（23.9％）
自主財源
（23.9％）

依存財源
（76.1％）
依存財源
（76.1％）

自主財源
　市が自主的に得ることができる収入で、市税、使用料及び手数料、
諸収入など

依存財源
　地方交付税や国・県支出金など、国や県から入ってくるお金や、
市の借金である市債など

市　税 個人市民税、法人市民税、固定資産税、軽
自動車税など、市へ納付される税金 地方交付税

国税の中から、全国の自治体が同水準の事
務が行えるよう、一定の基準により交付さ
れるお金

繰入金 特別会計や基金などから一般会計に入れ
るお金 市　債

建物建設や道路整備など多額の費用がか
かる場合に、国や銀行などから長期的に借
りるお金繰越金 前年度から繰り越されるお金

使用料及び手数料 施設の利用や役務の提供を受けた人から
徴収するお金 国・県支出金 国や県から使用目的を特定して交付され

るお金

分担金及び負担金 特定の事業の実施により利益を受けた人
（団体）から徴収するお金 地方譲与税 国が徴収した税金から一定の基準に従い

譲与されるお金
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市民一人当たりに使われる予算

※当初予算額を平成24年1月末日時点の人口31,141人で
　市民一人当たりの金額に換算しています。

（一般会計）約61万5千円

約17万8千円 約12万7千円

約6万円

借りたお金の返済に

約9万3千円 約7万5千円

消防施設
の整備や消防団の運営
などに

約1万7千円 約1万7千円
商工業や観光振興などに

約9千円
市議会の
運営などに

約6千円

約3万3千円

農業、林業、
水産業の振興などに

学校の管理や
文化スポーツ振興などに

総務費
労働費などに

病気の予防や
ごみ処理などに

道路、
公営住宅、
公園の整備などに

高齢者、
障害者、
児童の福祉推進などに

特別会計
　国民健康保
険や介護保険
など、特定の
事業を行う場
合、それぞれ
特定の収入で
運営していく
独立した会計
のこと。

企業会計
　事業から得
る収益を主な
財源として運
営していく地
方公営企業法
の適用を受け
た 会 計 の こ
と。

【一般会計歳出性質別増減内訳】

事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水道事業

工 業 用
水道事業

会　計　名 予　算　額
2億1,004万円
2億910万円
8,525万円

1億7,287万円
8,052万円
8,035万円

1万円
229万円

会　計　名
国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（直診勘定）
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
工 業 団 地 整 備 事 業
交 通 船 事 業
介護保険（保険事業勘定） 
介護保険（サービス事業勘定）

予　算　額
46億1,408万円 
2億7,294万円
3億4,063万円
6億8,096万円
15億8,724万円

7,764万円
1億2,668万円
33億2,154万円

2,756万円

民生費 衛生費

教育費

総務費
その他

消防費 農林　　
水産業費 商工費 議会費

土木費

公債費

性質名称 平成 24年度
当 初 予 算

平成 23年度
当 初 予 算 増減額 伸び率 説　明

人件費 3,248,234 3,543,501 -295,267 -8.3% 議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給など。

扶助費 3,203,492 3,271,513 -68,021 -2.1% 社会保障制度の一環として法令（生活保護法、児童福祉法、老人福祉法等）
に基づき支出される経費及び市単独で行っている各種扶助の経費。

普通建設事
業費 3,112,682 3,997,909 -885,227 -22.1% 道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用又は公用施設の新増設などの建設

事業に要する経費。

繰出金 3,000,589 2,790,104 210,485 7.5% 一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費な
ど。

公債費 2,894,856 3,315,328 -420,472 -12.7% 市が金融機関等から借り入れた市債（借金）の元利償還金など。

物件費 2,352,517 2,433,336 -80,819 -3.3%
賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、
使用料及び賃借料、原材料費等。ただし、維持補修費及び災害復旧事業
費に含まれるものを除く。

補助費等 1,128,101 1,206,632 -78,531 -6.5% 各種団体等に対する負担金、補助及び交付金、寄付金など。

その他 217,529 309,177 -91,648 -29.6% 維持補修費、貸付金、積立金、災害復旧費、予備費

合　計 19,158,000 20,867,500 -1,709,500 -8.2%
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1 公共資産
 （1）有形固定資産
 （2）無形固定資産
 （3）売却可能資産

2 投資等
 （1）投資及び出資金
 （2）貸付金
 （3）基金等

3 流動資産
 （1）資金
 （2）未収金等

資 産 の 部

資産合計  1,374億8,166万円

※市が整備した施設や現金など
行政サービスのための財産

1,203億6,847万円
1,898万円

17億645万円

9億892万円
5億6,583万円
73億1,851万円

64億3,919万円
1億5,531万円

1 固定負債
 （1）地方債
 （2）退職手当引当金
 （3）その他
2 流動負債
 （1）翌年度償還予定地方債
 （2）その他

負 債 の 部

負債及び純資産合計  1,374億8,166万円

負債合計   478億9,214万円

純資産合計   895億8,952万円

※市の借金など将来にかけて負担
する債務

純 資 産 の 部
※今までの負担（国・県の補助金
や市税など）によって形成され
た財産

359億7,516万円
52億9,491万円
27億121万円

34億5,750円
4億6,336万円

資金の使い道
（平成２３年３月３１日現在）

資金の調達先

●貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表は、市が資産をどれくらい保有しているか、資産を取得す
るために使われた資金のうち将来返済していかなければならない負債は
どのくらいあるのか、また資産から負債を差し引いた純資産はどれくら
いあるのかを示しています。

1 人にかかるコスト
 （1）人件費
 （2）賞与引当金繰入等
2 物にかかるコスト
 （1）物件費
 （2）維持補修費
 （3）減価償却費
3 給付にかかる（移転支出的な）コスト
 （1）社会保障給付
 （2）補助金等
4 その他のコスト
 （1）公債費（利払）等

　経常行政コスト　351億5,001万円
※施設整備以外にかかる行政サービスのコ
スト

経常収益　　101億4,743万円
※サービスの利用者が直接負担する使用
料・手数料なと゛

純経常行政コスト　250億258万円
※市税・地方交付税・補助金などによってまか
なうコスト（経常行政コスト－経常収益）

36億6,398万円
8億8,470万円

31億9,523万円
1億5,669万円
48億4,698万円

139億3,180万円
56億4,993万円

28億2,070万円

（平成22年4月1日～23年3月31日）

●行政コスト計算書
　行政コスト計算書は、１年間の行政活
動に要した費用と、この行政活動に充て
られた特定の収入を示しています。

1 経常的支出
 経常的収入
 経常的収支
2 公共資産整備支出
 公共資産整備収入
 公共試算整備収支
3 投資・財務的支出
 投資・財務的収入
 投資・財務的収支
当期収支
期首資金残高
期末資金残高

256億5,055万円
321億1,706万円
64億6,651万円
64億7,452万円
47億8,611万円
△16億8,841万円
78億1,155万円
33億6,227万円
△44億4,928万円
3億2,882万円
61億1,037万円
64億3,919万円

（平成22年4月1日～23年3月31日）
●資金収支計算書

期首純資産残高
純経常行政コスト
財源調達
　地方税
　地方交付税
　補助金等受入
　臨時損益
　その他
資産評価替・無償受入
期末純資産残高

895億5,831万円
△250億258万円

42億3,682万円
92億7,404万円
94億4,670万円
△4,119万円

20億1,939万円
9,803万円

895億8,952万円

（平成22年4月1日～23年3月31日）
●純資産変動計算書　資金収支計算書は、行政

活動を資金の流れから3つ
の活動に分けて見たもの
で、1年間の資金の増減を
示しています。

　純資産変動計算書は、貸
借対照表の純資産の増減内
訳を示すものです。
　また、純資産は今までの
負担によって形成された財
産であり、増加することは
将来の行政サービスの提供
能力が増えるということを
表しています。

●連結財務書類とは？
　市の財政状況をより詳しく把握・分析するために、「総務省方式改訂モデル」に従って、平成22年度決
算における市の全ての会計及び関係する一部事務組合や第三セクターなどを含めた連結財務書類4表（貸借
対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）を作成しました。
　この財務書類からは、行政サービスを提供するために使われる道路や建物などの資産、地方債など将来返
済しなければならない負債、国や県からの補助金など返済を必要としない正味資産などの情報を知ることが
できます。
　市では今後も財務書類を含めた様々な資料を活用して、引き続き行政改革を進め、健全財政を維持してま
いります。

平成22年度決算に基づく連結財務書類４表を公表します
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集中改革プラン
中間実績報告

～約1億5千万円の財政効果と12名の職員削減を実現～

　市では、平成 22年度から平成 26年度までの 5年間にわたる新たな行政手法の
創出や行政組織の見直し、事務事業の改善など、行財政運営の改革に向けた取り組
み方を定めた「第 2次西海市行政改革大綱」を平成 22年 3月に決定。その実施計
画として平成 23年 3月に「西海市行財政集中改革プラン」を作りました。今回、
平成 22年度における行政改革の取組み状況を検査し、これからの取組みに生かす
ため、実績を取りまとめましたので、公表するものです。
　取りまとめの結果、効果額は、目標を上回り1億4,595万4千円で、職員削減数は、
目標と同じ 12名でした。効果額が目標を上回ったのは、大崎やすらぎ荘の民間移
譲による効果が、予想よりも 1年前倒しで現れたためです。
中間実績報告は市のホームページからダウンロードできるほか、総務部総務課の窓
口でも閲覧できます。

集中改革プランにおける経費削減等の財政効果額（平成 22年度）

項　目
効果額 職員削減数

目標額 実績額 目標数 実績数

（1） 事務事業の見直し 10,776 千円 62,873 千円 1名 1名

（2） 組織機構の再編 0千円 0千円 0名 0名

（3） 人事管理の適正化 26,165 千円 26,189 千円 8名 8名

（4） 財政運営の健全化 30,465 千円 50,407 千円 0名 0名

（5） 公営企業の健全化 9,667 千円 6,485 千円 3名 3名

合　計 77,073 千円 145,954 千円 12名 12名

問い合わせ先：総務部総務課（☎37-0061）
 soumu@city.saikai.lg.jp

5 広報さいかい 2012.4

平
成
24
年
度
政
策

環
境
ニ
ュ
ー
ス

き
ょ
う
い
く
の
広
場

親
善
交
流
少
年
団

ま
ち
の
話
題

浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業

く
ら
し
の
情
報

オ
ラ
ン
ダ
村 

他

西
海
市
の
魅
力

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

市
長
コ
ラ
ム 

他



　

昨
年
4
月
の
市
民
病
院
等
の
民

間
移
譲
は
、
社
会
福
祉
法
人
福
医

会
の
協
力
に
よ
り
、「
福
医
会
さ
い

か
い
病
院
」、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
い
か
い
」
及
び
「
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
い
か
い
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
3
月
12
日
か
ら
は
新
施
設

で
の
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
横
瀬
浦
開
港
4
5
0
周
年
記

念
事
業
な
ど
の
施
策
を
万
全
の
体

制
を
持
っ
て
推
し
進
め
る
た
め
、

既
存
の
組
織
を
超
え
て
総
合
的
に

取
り
組
む
担
当
の
理
事
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
契
約
工
事
の
監
理

及
び
検
査
の
一
層
の
適
正
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
技
術
監
理

担
当
理
事
を
置
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
施
策
及
び
事
業
に
つ
い
て

は
「
地
域
再
生
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、西
海
市
の
「
自
然
」「
食
」「
歴

史
・
文
化
」
と
い
う
地
域
資
源
を
活

か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
西
海
市
の
復
活
、
再
生

に
繋
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

特
に
今
年
は
、
横
瀬
浦
開
港

4
5
0
周
年
記
念
事
業
を
展
開
。

「
Y
O
K
O
S
E
4
5
0
」
と
銘
打

ち
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
西
海
市
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
の
実
施
初
年
度

と
な
り
ま
す
。
進
捗
状
況
や
成
果

を
検
証
し
、
社
会
環
境
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

市
民
生
活
の
改
善
と
市
民
満
足
度

の
向
上
を
最
優
先
に
「
健
康
の
里

さ
い
か
い
」
の
実
現
に
向
け
て
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
実

施
し
ま
す
。

ア
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
循
環
型

社
会
の
形
成
に
つ
い
て

　

昨
年
度
選
定
さ
れ
た
「
長
崎
県

環
境
実
践
モ
デ
ル
都
市
」
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
推
進
を
進

め
ま
す
。

　

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
等
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
環

境
配
慮
型
設
備
を
設
置
し
、
省
エ

ネ
効
果
の
高
い
L
E
D
照
明
等
へ

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

個
人
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
際
の
本
市
の
補

助
制
度
新
設
を
P
R
し
、
利
用
の

促
進
に
繋
げ
ま
す
。

イ
、
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
（
住

宅
、
道
路
、
上
水
道
、
汚
水
処
理
、

公
共
交
通
）

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

沿
っ
て
、
建
替
え
や
既
存
住
宅
の

修
繕
な
ど
を
実
施
し
、
安
全
で
快

適
な
生
活
基
盤
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
の
「
全
九
州
高
等
学
校
体

育
大
会
」、
平
成
26
年
度
の
「
第
69

回
国
民
体
育
大
会
」
開
催
向
け
道

路
改
良
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
は
、
大
島
町
で
塩
田

減
圧
井
築
造
、
送
・
配
水
管
布
設
替

等
の
施
設
更
新
、
大
瀬
戸
町
で
、
下

水
道
の
整
備
に
伴
う
樫
浦
地
区
配
水

管
布
設
替
事
業
、
国
道
2
0
2
号

バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設

替
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
瀬

戸
処
理
区
及
び
大
串
処
理
区
の
区

域
拡
大
を
進
め
、
農
業
集
落
排
水

施
設
、
漁
業
集
落
排
水
施
設
、
地

域
し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
設
備
の

更
新
や
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ウ
、
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
つ
い
て

　

西
海
町
横
瀬
貯
油
所
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
米
海
軍
エ

ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
型
揚
陸
艇

（
L
C
A
C
）
施
設
が
、
消
防
施
設

の
一
部
を
除
き
、
ま
も
な
く
完
成

し
ま
す
。
施
設
の
運
用
に
関
す
る

協
定
締
結
に
向
け
て
九
州
防
衛
局

や
米
海
軍
等
と
十
分
協
議
し
、
周

辺
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
の
皆
様
方
の
安
心
、
安
全
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

ア
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
に

つ
い
て

　

西
海
市
産
の
ヒ
ノ
キ
材
は
、
真

円
、
目
詰
ま
り
材
で
色
艶
が
良
く
、

市
場
で
は
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
視
野
に
入
れ

事
業
を
進
め
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魚

価
の
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
も
う
か
る
水
産
業

を
目
指
し
市
内
の
特
色
あ
る
水
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
促
進
、

新
た
な
加
工
品
の
開
発
等
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

商
工
関
係
に
つ
い
て
は
、
市
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
「
新

事
業
起
業
者
コ
ラ
ボ
支
援
事
業
」

を
本
年
度
も
取
り
組
み
、
実
現
に

向
け
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
更
な
る
交
流
人

口
の
拡
大
と
経
済
的
波
及
効
果
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
「
さ
い
か
い
丼
フ
ェ
ア
」「
西
海

大
鍋
ま
つ
り
」
の
知
名
度
を
上
げ
、

特
産
品
な
ど
の
P
R
に
繋
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
の
ま
ち
西
海
情
報
発

信
と
お
も
て
な
し
事
業
」
に
よ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
村
を
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
、
直
売
所
な
ど
と
情
報
を

共
有
し
て
効
率
性
の
高
い
案
内
・

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
歴
史
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
横

瀬
浦
開
港
4
5
0
周
年
記
念
事
業
」

を
目
玉
に
実
施
い
た
し
ま
す
。「
さ

る
く
ま
ち
西
海
事
業
」
を
実
施
し
、

マ
ッ
プ
作
成
や
案
内
板
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
開
始
し
た
、

「
さ
い
か
い
G
e
n
k
i
ラ
ジ
オ
」

は
、
引
き
続
き
西
海
市
の
観
光
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
発
信
し

て
参
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の

 

推
進
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
の
主
要
施

設
及
び
事
業
に
つ
い
て

1
、暮
ら
す
〜
地
域
資
源
を
活
か
し

た
住
み
た
く
な
る
里
づ
く
り
〜

2
、働
く
〜
い
つ
ま
で
も
働
け
る
元
気

な
産
業
が
息
づ
く
里
づ
く
り
〜

施政方針と主な事業
　平成２４年度は、前年度に引き続き
「地域再生」を市政の一大テーマとし、
８年目となる市政の執行に全力を傾注
し、健全な財政と効率性の高い行政
の実現に取り組みます。
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ア
、
教
育
環
境
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
4
月
1
日
に
西
海
北
中

学
校
と
西
海
南
中
学
校
を
統
合
し

た
西
海
中
学
校
が
開
校
い
た
し
ま

し
た
。

　

大
島
・
崎
戸
地
区
の
中
学
校
及

び
大
瀬
戸
地
区
の
小
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
学
校
適
正
配
置
実
施

計
画
」
を
策
定
し
、
保
護
者
並
び

に
地
域
住
民
の
皆
様
の
声
を
広
く

聞
き
な
が
ら
、
新
し
い
小
学
校
及

び
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

イ
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が
「
協

働
の
精
神
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も

の
個
性
や
創
造
性
を
育
む
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

ウ
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
核
家

族
化
も
進
行
し
、
地
域
住
民
の
連

帯
感
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
活
動
の
支
援
を
図

り
な
が
ら
、
全
市
一
貫
し
た
公
立

公
民
館
組
織
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
P
T
A
等
と
連

携
し
て
、「
家
庭
教
育
学
級
」
を
開

催
。
保
護
者
が
家
庭
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供

し
、
保
護
者
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
・
図
書
室
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
、
図
書
館
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
な

が
ら
、
読
書
環
境
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

　

文
化
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
国

指
定
天
然
記
念
物
七
釜
鍾
乳
洞
の

学
術
調
査
が
終
了
。
平
成
24
年
度

は
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
残
る
文
化

財
や
炭
鉱
遺
構
な
ど
歴
史
遺
産
に

つ
い
て
、
年
次
計
画
に
よ
り
調
査

及
び
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
継

承
に
つ
い
て
も
、
年
次
計
画
に
よ

り
、
映
像
・
音
声
化
し
記
録
に
残

し
て
い
き
ま
す
。

エ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
い

た
事
業
を
展
開
し
、
幅
広
く
市
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
全

般
に
つ
い
て
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
更
な
る
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
西
海
市
体
育
協
会
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
競
技
力
向
上

と
指
導
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
面
で
は
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
全
体
的
に
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
改

修
や
安
全
点
検
、
老
朽
化
の
著
し

い
施
設
の
廃
止
や
用
途
変
更
も
視

野
に
入
れ
、
効
率
的
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
開
催
の
長
崎
国
体

に
お
い
て
、
新
体
操
競
技
の
会
場

と
な
っ
て
お
り
、
国
体
実
行
委
員

会
へ
と
組
織
を
改
め
、
国
体
機
運

の
醸
成
に
努
め
、
会
場
の
大
瀬
戸

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
の
全
面
張
替

え
を
行
い
ま
す
。

ア
、
保
健
事
業
に
つ
い
て

　

保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
健
康
さ
い
か
い
21
」
を
最
終
年
度

と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
「
が
ん
」
対
策
と
し
て
、
国
の
行

う
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
と
大
腸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に

加
え
、
本
市
独
自
の
40
歳
の
胃
が

ん
検
診
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施

し
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
が

県
下
で
も
高
い
状
態
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
若
い
世
代
か
ら
の
自
殺
予

防
対
策
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を

開
催
し
、
自
殺
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

発
達
障
害
児
へ
の
支
援
、
妊
娠
出

産
に
伴
う
健
康
問
題
へ
の
予
防
を

柱
に
、
妊
婦
健
診
、
乳
幼
児
健
診
等
、

母
子
及
び
乳
幼
児
保
健
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
小
児

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
と

合
わ
せ
て
、
中
学
1
年
生
か
ら
高

校
1
年
生
ま
で
の
女
子
に
対
し
て
、

「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種

費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

イ
、
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　

福
祉
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
「
地

域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
り
地
域
福
祉
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
母
子
福
祉
関
係
で
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
子
育
て
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
安
心
と
ゆ
と

り
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、

「
親
育
ち
講
座
」
の
開
催
や
「
マ
マ

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。　

　

障
が
い
福
祉
関
係
で
は
、「
西
海

市
障
が
い
者
等
自
立
支
援
協
議
会
」

と
連
携
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

心
身
の
発
達
や
遅
れ
に
不
安
の

あ
る
子
ど
も
に
、
児
童
発
達
支
援

事
業
（
児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

施
設
の
市
内
設
置
に
向
け
た
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ
、
高
齢
者
福
祉
介
護
保
険
事
業

等
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
、「
第
5
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」「
老
人
福
祉
計
画
」
の

実
施
初
年
度
に
当
た
り
、「
介
護
」、

「
介
護
予
防
」、「
医
療
」、「
住
ま
い
」

並
び
に
「
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
権
利
擁
護
」
の
た
め

の
事
業
な
ど
行
い
、
一
体
的
に
提

供
し
て
い
く
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
体
制
構
築
・
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

エ
、
生
活
保
護
関
係
に
つ
い
て

　

先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
を

背
景
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
々
や
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
働
く

こ
と
が
困
難
で
生
活
に
困
窮
さ
れ

た
方
々
な
ど
に
対
し
て
、
最
低
生

活
保
障
と
し
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
機
能
の
円
滑
な
運
用
を
引

き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
就
労

支
援
や
多
重
債
務
の
解
消
等
、
自

立
に
向
け
た
各
種
支
援
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

オ
、
国
民
健
康
保
健
事
業
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
の

た
め
の
大
作
戦
を
展
開
し
ま
す
。

　
　

国
保
直
営
診
療
所
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
人
材
の
確

保
や
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ

い
て
は
、
円
滑
な
制
度
の
運
営
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

4
、安
心
す
る
〜
安
心
し
て
生
み
育
て

豊
か
に
暮
ら
せ
る
里
づ
く
り
〜

3
、学
ぶ
〜
生
き
が
い
と
未
来
を
創

造
す
る
教
育
の
里
づ
く
り
〜
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環境ニュース No.49

　先月号の広報誌と一緒に、みなさんが
お住まいの地区のごみカレンダーを配布
いたしました。ごみの分別と出し方につ
いても掲載していますので、参考にして
ください。
　また、ごみカレンダーは環境政策課お
よび各総合支所においても配布していま
す。

平成24年度
地区別ごみ収集カレンダーが配布されました

　家庭ごみの収集は、各地区のごみステーション、及び拠点収集場所にて行っていますが、
引越し等により、一度に大量にごみを排出する場合や、地区のごみ収集日にごみを出せない
場合は、クリーンセンターに直接搬入することができます。
　下記の事項を守り、ご利用ください。

家庭ごみのクリーンセンターへの直接搬入について

●直接搬入ができる施設
西彼クリーンセンター（西彼町喰場郷 1428番地 2）
西海クリーンセンター（西海町中浦北郷 1367番地 21）
大島クリーンセンター（大島町 3384番地）

●搬入できる日
月曜日～金曜日（祝日除く）

●時　間
午前 9時～午後 4時

●料　金
10kg あたり 40円（10kg を超えるごとに 40円加算されます。）

●搬入できるもの
可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ
※直接搬入する際は指定のごみ袋に入れる必要はありませんが、分別が必要です。
　ごみ収集カレンダーを参考にしてください。
※危険物や家電 4品目など、搬入できないものがあります。

　詳しくは環境政策課へお問い合わせください。

●直接搬入ができる施設
西彼クリーンセンター（西彼町喰場郷 1428番地 2）
西海クリーンセンター（西海町中浦北郷 1367番地 21）
大島クリーンセンター（大島町 3384番地）

●搬入できる日
月曜日～金曜日（祝日除く）

●時　間
午前 9時～午後 4時

●料　金
10kg あたり 40円（10kg を超えるごとに 40円加算されます。）

●搬入できるもの
可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ
※直接搬入する際は指定のごみ袋に入れる必要はありませんが、分別が必要です。
　ごみ収集カレンダーを参考にしてください。
※危険物や家電 4品目など、搬入できないものがあります。

　詳しくは環境政策課へお問い合わせください。

西海クリーンセンター
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問い合わせ先 環境政策課　137－0065
環境政策課では環境ニュースとしてごみ減量化や地球温暖化
などの問題について情報提供・発信を行います。

　西海市では、地球温暖化の防止および新エネルギーの利用の促進を図るため、住
宅用太陽光発電システムを設置する次の要件をすべて満たす方に対し、補助金を交
付します。

西海市住宅用太陽光発電システム設置費補助金について

1. 補助の対象者
（1）市内に存する住宅（店舗、事務所等と兼用しているものを含む）に対象システムを設置する者

又は対象システムの設置された市内に存する住宅を取得する方。
（2）対象システムを設置する住宅に住所を有する者（実績報告書を提出する日までに住所を有する

こととなる者を含む）又は単身赴任等の事由により一時的に当該住宅に住所を有していない者
であって、生計を一にする親族が当該住宅に住所を有する方。

（3）平成 24 年 4 月 1 日以降に国（太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）が交付する住宅用太陽
光発電導入支援対策補助金）の申込受理決定通知を受けている方。

（4）対象システムを設置する住宅が自らの所有物でない場合にあっては当該住宅の所有者の、当該
住宅が他の者との共有物である場合にあっては当該他の者の対象システムの設置に関する書面
による承諾を受けている方。

（5）電力会社と電灯契約及び余剰電力受給契約を締結している方。
（6）市税を滞納していない方。
（7）市の補助金交付決定後に工事の着工ができる方。

2. 主な提出書類
○西海市太陽光発電普及促進事業補助金交付申請書
○対象システムの設置に係る費用の内訳が記載された工事請負契約書又は売買契約書の写し 
○国の補助金申込受理決定通知の写し 
○対象システムを設置する住宅が自らの所有物でない場合にあっては当該住宅の所有者の、当該住
宅が他の者との共有物である場合にあっては当該他の者の設置に関する承諾書

○市税納税証明書

3. 補 助 額 1 件あたり 6万円

4. 期　　間 平成 24年 4月 1日から
 予算の額に達した場合は受付を終了します。

5. 申請方法 環境政策課へ申請書類を直接提出してください。

1. 補助の対象者
（1）市内に存する住宅（店舗、事務所等と兼用しているものを含む）に対象システムを設置する者

又は対象システムの設置された市内に存する住宅を取得する方。
（2）対象システムを設置する住宅に住所を有する者（実績報告書を提出する日までに住所を有する

こととなる者を含む）又は単身赴任等の事由により一時的に当該住宅に住所を有していない者
であって、生計を一にする親族が当該住宅に住所を有する方。

（3）平成 24 年 4 月 1 日以降に国（太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）が交付する住宅用太陽
光発電導入支援対策補助金）の申込受理決定通知を受けている方。

（4）対象システムを設置する住宅が自らの所有物でない場合にあっては当該住宅の所有者の、当該
住宅が他の者との共有物である場合にあっては当該他の者の対象システムの設置に関する書面
による承諾を受けている方。

（5）電力会社と電灯契約及び余剰電力受給契約を締結している方。
（6）市税を滞納していない方。
（7）市の補助金交付決定後に工事の着工ができる方。

2. 主な提出書類
○西海市太陽光発電普及促進事業補助金交付申請書
○対象システムの設置に係る費用の内訳が記載された工事請負契約書又は売買契約書の写し 
○国の補助金申込受理決定通知の写し 
○対象システムを設置する住宅が自らの所有物でない場合にあっては当該住宅の所有者の、当該住
宅が他の者との共有物である場合にあっては当該他の者の設置に関する承諾書

○市税納税証明書

3. 補 助 額 1 件あたり 6万円

4. 期　　間 平成 24年 4月 1日から
 予算の額に達した場合は受付を終了します。

5. 申請方法 環境政策課へ申請書類を直接提出してください。
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浄化槽市町村整備
推進事業の廃止について

（平成25年 3月 31日をもって事業を終了します。）

　平成 15年度から旧西海町、旧大瀬戸町で事業を開始し、合併後に全市区域の下水道
区域外を対象に区域を拡大し、浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型）をおこなっ
てきましたが、平成24年度（平成25年3月31日まで設置）をもちまして事業を廃止し、
同時に西海市浄化槽の寄付受納についても廃止をいたします。

【今後の浄化槽整備】
　平成 25年度からの浄化槽整備につきましては、従来から同時に推進をおこなっています個
人設置型浄化槽（浄化槽設置整備事業補助金）により整備をおこないます。

【平成 24年度浄化槽事業連絡事項】
<浄化槽市町村整備推進事業>市町村設置型
 申請受付期間 : 平成 24年 12月 28日まで
（予算に限りがあり、早期に受付終了の可能性あり）
※申請後に、随時、設計・入札・設置工事をおこないます。
※設置後、下水道料金を毎月納付。
※ただし、下水道等予定区域については、事業適用になりません。個人設置型の対応になります。

<西海市浄化槽設置整備事業補助金>個人設置型
申請受付期間 : 平成 25年 1月 31日まで
（予算に限りがあり、早期に受付終了の可能性あり）
※申請受理後に、浄化槽工事に着手していただき、平成25年3月31日までに検査合格したものについて、
補助金の交付をおこないます。

※下水道認可区域に指定されている区域については、個人設置型の事業適用になりません。

<浄化槽寄付受納>
申請受付期間 : 平成 25年 3月 22日まで
※受付後、検査をおこない平成25年3月31日までに検査合格した浄化槽に限り寄付受納をおこないます。
ただし、下水道等予定区域に設置された浄化槽は、対象になりません。

※寄付後、下水道料金を毎月納付。
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【現在、市で管理している浄化槽について】
　現在、市で管理している浄化槽につきましては、引き続き西海市で管理をおこないます。
（その浄化槽が使用不能になるまで）
　また、新築及び増改築、使用不能などの理由により、新たに浄化槽を設置する場合には、個
人設置型浄化槽（浄化槽設置整備事業補助金）にて対応をおこない、その後の管理につきまし
ては、個人での管理になります。

＊下水道施設及び合併浄化槽の使用について次の事に気をつけましょう。
・三角コーナーや排水口に、ろ紙袋をかぶせ調理くずを流さないようにしましょう。
・天ぷら油等の使用済み油はそのまま流さないで、固めるか、古新聞紙等にしみ込ませるな
どして、燃えるゴミとして出すようにしましょう。

・タオルや軍手、下着などは機械に詰まり故障の原因になりますので、絶対に流さないよう
にしましょう。

問い合わせ先：西海市役所建設水道部下水道課
 ☎ 37-0073（直通）　FAX22-0364

多くの微生物
の働きにより、
汚水を浄化し
ています。
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北
海
道
広
尾
町
と
西
海
市
と
の
つ

な
が
り

　

北
海
道
広
尾
町
と
の
つ
な
が
り

は
、
旧
大
島
町
が
昭
和
61
年
7
月
、

両
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
、
姉
妹
町
の
盟
約
を
交
わ

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
地
域

活
性
化
の
取
組
や
物
産
交
流
に
加

え
、
小
中
学
生
に
よ
る
親
善
交
流

少
年
団
の
派
遣
を
相
互
に
行
い
、

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
4
月
の
合
併
に
よ
り

旧
大
島
町
は
西
海
市
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
広

尾
町
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
た
め
、
西
海
市
と
し
て
継

続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
7
月
、
北
海
道
広
尾

町
で
、
西
海
市
か
ら
市
長
や
議
長

な
ど
、
広
尾
町
か
ら
町
長
を
は
じ

め
町
議
会
議
員
な
ど
が
出
席
し
、

西
海
市
と
広
尾
町
と
の
間
に
新
し

い
絆
を
結
ぶ
姉
妹
都
市
の
盟
約
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

教
育
分
野
の
交
流

　

姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
に
よ
り
、

北
海
道
と
長
崎
県
と
い
う
日
本
列

島
の
北
と
南
に
位
置
す
る
二
つ
の

市
町
が
、
気
候
や
風
土
、
文
化
、

生
活
の
違
い
や
共
通
点
を
互
い
の

特
色
と
し
て
交
流
し
合
う
こ
と
で
、

両
市
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
分
野
で
は
、
広
尾
町
の
小

学
生
と
の
交
歓
や
、
文
化
、
広
大

な
自
然
環
境
、
北
海
道
の
冬
を
肌

で
感
じ
る
体
験
に
よ
り
、
両
市
町

の
友
好
と
理
解
が
深
ま
る
と
と
も

に
、
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
小
学

生
親
善
交
流
団
10
名

　

今
回
広
尾
町
を
訪
問
し
た
小
学

生
親
善
交
流
団
は
、
団
員
を
市
内

の
小
学
4
・
5
年
生
か
ら
募
集
。

20
名
の
応
募
者
で
公
開
抽
選
を
行

い
、
4
年
生
5
名
（
男
子
2
名
・

女
子
3
名
）、
5
年
生
5
名
（
男
子

3
名
・
女
子
2
名
）
の
10
名
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

4
日
間
の
主
な
活
動
内
容

広
尾
町
で
の
貴
重
な
体
験

　

1
日
目

　

北
海
道
広
尾
町
ま
で
は
約

2
0
0
0
㎞
。
西
海
市
を
朝
7
時

30
分
に
出
発
し
、
福
岡
空
港
か
ら

飛
行
機
に
乗
り
、
羽
田
空
港
で
乗

り
換
え
、
帯
広
空
港
に
15
時
20
分

に
到
着
。
空
港
の
外
は
、
一
面
の

雪
に
、
マ
イ
ナ
ス
8
℃
の
世
界
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

さ
ら
に
バ
ス
で
約
1
時
間
30
分
。

真
っ
直
ぐ
の
道
が
ひ
た
す
ら
続
く

雪
原
の
中
を
走
り
、
広
尾
町
の
青

　広尾町は、北海道十勝管内の最南端に位置し、
東は北海道有数の漁業資源を有する太平洋、西は
日高山脈の山並みがそびえ立ち、その山系に源を
持つ４本の河川が海に注ぎ、豊かな自然を生かし
た漁業を中心に農林業を基幹産業として発展して
きました。
　また、首都圏を結ぶ海の最短距離に位置する重
要港湾「十勝港」は、十勝の海上輸送の拠点港と
して今後の発展が期待されています。昭和59年ノ
ルウェーのオスロ市から
国外初のサンタランドの
認定を受けて以来、「愛
と平和、感謝と奉仕」を
基本理念としてサンタラ
ンドにふさわしい町づく
りに取り組んでいます。

北海道広尾町

広尾町

函館

釧路

帯広
芽室

札幌

旭川

西海市と姉妹都市の盟約を結んでいる北海道広尾
町を小学生親善交流団（市内の小学4・5年生10
名）が1月27日から1月30日までの4日間、訪問
しました。
　写真と感想文集でまとめられた広尾町訪問の訪
問記から、「子どもたちの感想」、「広尾町の
びっくり情報」などを紹介します。

小学生
親善交流団
北海道広尾町
訪問記

1月27日（金） 1月28日（土）

・出発式
・西海市出発【7時30分】
・帯広空港着
 【15時20分】
・広尾町着【17時】
・オリエンテーション
・雪遊び、スケート
・入浴、就寝

・歓迎式、対面式
　（広尾町コミュニティセンター）
・町内見学（十勝港→
　フンベの滝→博物館）
・広尾生まれの
　ニュースポーツ体験
・クリスマスリース作り
・民泊先へ

1月29日（日） 1月30日（月）

・帯広氷まつり見学
・スノーラフティング
・白鳥公園見学
・幸福駅見学
・民泊先へ

・お別れ式
・広尾町出発【8時】
・帯広空港発
 【10時15分】
・西海市着【17時30分】
・到着式、解散
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少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
に
着
い
た
の

は
夕
方
の
5
時
。
辺
り
は
す
っ
か

り
夕
闇
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

広
尾
町
教
育
長
笹
原
様
を
は
じ
め
、

教
育
委
員
会
の
皆
様
が
横
断
幕
を

掲
げ
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
終
わ

る
と
、
さ
っ
そ
く
外
に
出
て
雪
国

体
験
で
す
。
小
積
ん
だ
雪
山
か
ら

そ
り
で
滑
っ
た
り
、
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
の
雪
の
中
に
み
ん
な
で
手
を

つ
な
い
で
倒
れ
こ
ん
だ
り
…
。
隣

接
す
る
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
は
、

ナ
イ
タ
ー
で
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
前
に
、
ち
ょ
っ
と
お
邪
魔
し
て

リ
ン
ク
を
散
歩
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

2
日
目

　

朝
、
歓
迎
式
・
対
面
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
広
尾
町
長
村
瀬
様
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
見
つ

め
ら
れ
る
中
で
の
緊
張
の
歓
迎
式
。

そ
し
て
、
広
尾
町
交
流
団
の
子
ど

も
た
ち
と
わ
く
わ
く
の
ご
対
面
。

練
習
し
て
き
た
自
己
紹
介
の
挨
拶

は
、
み
ん
な
立
派
に
言
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
ご
家
族
と
も
対
面
し
た
後
、
広

尾
町
の
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。

湧
き
水
が
凍
っ
て
で
き
た
「
フ
ン

ベ
の
滝
」
や
北
国
の
生
き
物
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
博
物
館
」

を
見
学
。
海
上
輸
送
の
拠
点
港
で

あ
る
十
勝
港
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中

で
は
、
ペ
ア
の
子
と
隣
席
に
座
り
、

お
互
い
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の

こ
と
な
ど
で
話
が
弾
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
広
尾
町
生
ま
れ

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ア
イ
ス
・

ス
ト
ッ
カ
ー
」
を
体
験
。
雲
ひ
と

つ
な
い
青
空
に
、
真
っ
白
な
雪
。

そ
ん
な
景
色
に
つ
つ
ま
れ
た
屋
外

の
リ
ン
ク
で
、
カ
ー
リ
ン
グ
に
似

た
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

に
戻
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く

り
に
挑
戦
。
地
元
青
年
団
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
自

由
に
自
分
ら
し
く
リ
ー
ス
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

方
が
迎
え
に
来
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

北
国
の
民
泊
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

3
日
目

　

午
前
中
は
「
帯
広
氷
ま
つ
り
」

を
見
学
。
氷
の
彫
刻
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
歩
道
を
歩
き
、
メ
イ
ン
会
場

へ
移
動
。
氷
で
作
ら
れ
た
大
き
な

滑
り
台
は
、
本
当
に
つ
る
つ
る
よ

く
滑
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

ま
ず
、
雪
を
利
用
し
た
遊
び
を
体

験
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
引
か
れ

る
ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

に
乗
っ
て
、
雪
の
上
を
走
る
ス
ノ
ー

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

風
を
切
る
ス
ピ
ー
ド
感
に
み
ん
な

が
興
奮
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
「
白

鳥
公
園
」
で
は
、
水
辺
に
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
い
る
白
鳥
や
鴨
に
え

さ
を
あ
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、
今

は
廃
線
と
な
っ
て
い
る
「
幸
福
駅
」

に
立
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ

を
願
い
、
幸
福
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

4
日
目

　

広
尾
町
を
去
る
日
。
お
別
れ
式

で
は
、
一
人
一
人
が
広
尾
町
で
の

思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
夏
に
「
西
海
」
で
「
再
会
」
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
広
尾
町
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
今
度
は
広
尾
町
か
ら

の
小
学
生
親
善
交
流
団
が
西
海
市

を
訪
れ
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま

す
。
北
国
の
子
ど
も
た
ち
に
、
九

州
の
暑
い
夏
を
し
っ
か
り
感
じ
て

も
ら
え
る
体
験
が
用
意
さ
れ
る
予

定
で
す
。
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こ
の
交
流
の
中
で
も
う
れ
し

か
っ
た
の
は
、
広
尾
町
の
同
じ
4

年
生
の
ゆ
う
き
く
ん
と
す
ぐ
に
仲

良
く
な
れ
た
こ
と
で
す
。
一
緒
に

雪
合
戦
を
し
た
り
、
か
ま
く
ら
を

つ
く
っ
た
り
、
同
じ
部
屋
で
寝
た

り
と
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
遠
く
に
住
ん

で
い
て
、
普
通
な
ら
会
う
こ
と
も

な
か
っ
た
は
ず
の
友
だ
ち
が
、
こ

の
交
流
に
参
加
し
た
こ
と
で
で
き
、

す
ご
く
仲
良
く
な
れ
た
の
で
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夏
に

は
、
ゆ
う
き
く
ん
た
ち
が
長
崎
に

来
る
予
定
な
の
で
、
今
か
ら
す
ご

く
楽
し
み
で
す
。

　

雪
を
実
際
に
さ
わ
っ
て
み
る
と
、

粉
砂
糖
の
よ
う
に
さ
ら
さ
ら
し
て

い
て
、
固
め
よ
う
と
し
て
も
、
な

か
な
か
固
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
ふ
し
ぎ
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
驚
い
た
こ
と
は
こ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
つ
目
は
、
長
崎
で
は
見
ら
れ

な
い
北
海
道
の
道
路
で
す
。
道
は

見
渡
す
か
ぎ
り
真
っ
直
ぐ
に
続
き
、

遠
く
の
方
ま
で
よ
く
見
え
ま
す
。

地
図
上
で
見
た
こ
と
が
あ
る
日
高

山
脈
。
高
い
山
が
ど
こ
ま
で
も
続

き
、「
自
然
っ
て
す
ご
い
な
あ
。」
と
、

初
め
て
見
る
景
色
に
感
動
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

　

1
日
目
の
夜
、
生
ま
れ
て
初
め

て
ス
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
ろ

り
そ
ろ
り
と
氷
の
上
に
立
つ
と
、

氷
の
上
は
と
て
も
冷
た
く
、
つ
る

つ
る
と
滑
っ
た
の
で
、
体
に
ぐ
っ

と
力
が
入
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で

レ
ー
ス
を
し
た
り
手
を
つ
な
い
で

一
緒
に
滑
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
見
た
こ
と
が
な
い
く
ら

い
、
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の
で
、

思
い
切
っ
て
雪
の
布
団
に
、
後
ろ

向
き
で
倒
れ
こ
ん
で
み
ま
し
た
。

す
る
と
、「
ス
ポ
ッ
。」
と
体
が
雪

の
布
団
に
埋
も
れ
、
何
と
も
言
え

な
い
気
分
で
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
の

雪
の
布
団
。
思
わ
ず
眠
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
し
た
。

　

私
が
こ
の
交
流
で
、
特
に
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
帯
広
氷
ま
つ
り
で
す
。
氷

の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
す
ご
く
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
彫
ら
れ
て
い
て
、
本
物
の

よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
太
陽
に
照
ら

さ
れ
て
き
ら
き
ら
光
り
、
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
二
つ
目
は
、
ス
ノ
ー

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
こ
と
で
す
。

私
の
番
が
来
る
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
て

待
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
乗
っ
て
み

る
と
、
風
を
切
る
よ
う
に
走
り
、
と

て
も
気
持
ち
よ
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
交
流
を
通
し
て
私
が
学
ん

だ
こ
と
は
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

で
す
。
家
族
と
離
れ
て
一
人
で
参
加

し
、
不
安
な
気
持
ち
で
い
る
私
に
、

広
尾
町
の
皆
さ
ん
が
や
さ
し
く
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
親
切
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、

私
は
安
心
し
て
北
海
道
で
生
活
す
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

対
面
式
で
自
己
紹
介
を
し
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
人
前
で
話
す
こ
と

が
苦
手
で
す
。
だ
か
ら
、
出
発
前

に
何
回
も
作
文
を
書
き
直
し
た
り
、

家
族
や
学
校
の
友
達
の
前
で
何
回

も
発
表
す
る
練
習
を
し
ま
し
た
。

で
も
、
自
己
紹
介
の
時
に
は
、
と

て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
大
き
な

声
で
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
こ
と

を
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

で
も
、
自
分
の
こ
と
や
西
海
市
の

こ
と
を
一
生
懸
命
話
し
ま
し
た
。

新井　　翔
多以良小学校・４年

井上奈々美
亀岳小学校・4年

川口　萌香
亀岳小学校・４年

中尾　爽里
西彼北小学校・４年

中山　佑真
西海南小学校・４年

4
日
間
の
思
い
出
小
学
生
親
善
交
流
団
10
名
が
、
4
日
間
の
感
想
を
綴
っ
た
感
想
文
か
ら
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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そ
の
日
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
に

泊
ま
り
ま
し
た
。
お
風
呂
に
入
る

前
に
、
ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル
を
振
り

回
し
た
ら
本
当
に
凍
っ
た
の
で
、

僕
は
、
う
わ
さ
は
本
当
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
広
尾
町
の
人
た
ち

は
、
お
風
呂
の
後
に
遊
ん
だ
ら
風

邪
を
ひ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
つ
ひ
ろ
君
の
家
は
、
窓
や
ド

ア
は
二
重
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
の
他
に
床
暖
房
が
あ
り
、

僕
の
家
よ
り
暖
か
く
、
薄
着
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
場
所
で
最
初
は
ド
キ

ド
キ
し
て
い
た
け
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
子
と
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
例
え
ば
、
冬
の
時
期
の

体
育
の
授
業
で
ス
ケ
ー
ト
を
習
う

事
や
、
冬
の
間
は
、
学
校
に
ブ
ー

ツ
を
は
い
て
登
校
し
て
い
い
こ
と

な
ど
で
す
。
み
ん
な
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
そ
で
口
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
つ
い
て

い
た
の
で
、
何
を
入
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
聞
い
て
み
た
ら
、
ス

キ
ー
の
リ
フ
ト
の
回
数
券
を
入
れ

る
所
だ
よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
子
は
、
海

で
泳
い
だ
こ
と
が
な
い
と
聞
い
た

の
で
、
夏
に
来
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

一
緒
に
家
の
前
の
海
で
泳
ぎ
た
い

で
す
。

　

三
日
目
、
帯
広
氷
ま
つ
り
を
見

学
す
る
。
長
い
氷
の
す
べ
り
台
を

滑
っ
た
。
普
通
の
す
べ
り
台
よ
り

つ
る
つ
る
い
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
。

回
転
そ
り
に
も
乗
っ
た
。
私
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
雅
芳
（
や
ー
ふ
ぁ
ん
）

ち
ゃ
ん
や
他
の
人
と
乗
っ
た
。
氷

の
上
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
回
転
す

る
の
で
、
風
が
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
来

て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
西
海

市
で
は
、
決
し
て
体
験
で
き
な
い

こ
と
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

　

こ
の
四
日
間
は
、
私
に
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
。
西
海
市

と
は
違
っ
た
自
然
の
雄
大
さ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
人
た
ち
の
優
し
さ
、

温
か
さ
に
ふ
れ
て
、
自
分
も
一
ま

わ
り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
八
月
に
は
、
広
尾
町
か
ら

来
る
人
に
、
私
が
感
じ
た
よ
う
な

体
験
を
さ
せ
た
い
と
思
う
。

　

つ
い
に
交
流
の
時
。
た
く
さ
ん

の
交
流
団
の
人
た
ち
が
名
前
を
呼

ば
れ
て
い
く
。
ぼ
く
の
名
前
だ
。

人
一
倍
で
っ
か
い
声
で
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
っ
た
。
み

ん
な
、
驚
い
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

の
中
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
渡
部
仁

く
ん
は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
た
。

ぼ
く
は
、
ほ
っ
と
し
た
。
な
に
よ

り
う
れ
し
か
っ
た
。

　

北
海
道
で
の
交
流
は
、
ぼ
く
に
、

人
の
温
か
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
を

教
え
て
く
れ
た
。
遠
く
離
れ
た
人

た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
近
く

の
存
在
に
な
れ
、
心
を
通
わ
す
こ

と
が
で
き
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
、

と
て
も
価
値
あ
る
体
験
だ
っ
た
。

八
月
、
広
尾
の
友
だ
ち
と
再
会
で

き
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
最
初

は
、
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
や
さ
し

く
し
て
も
ら
っ
た
の
で
安
心
し
て

眠
れ
ま
し
た
。
夕
食
に
は
、
広
尾

町
特
産
の
し
し
ゃ
も
が
で
ま
し
た
。

い
つ
も
食
べ
る
し
し
ゃ
も
と
は
、

ぜ
ん
ぜ
ん
味
が
違
い
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

北
海
道
は
、
ぼ
く
の
住
ん
で
い

る
西
海
市
と
違
っ
て
、
屋
根
の
形

が
雪
が
降
り
や
す
い
よ
う
に
斜
め

に
な
っ
て
い
た
り
、
信
号
に
雪
が

積
も
ら
な
い
よ
う
に
縦
に
な
っ
て

い
た
り
し
ま
し
た
。
暖
か
い
所
と

寒
い
所
の
暮
ら
し
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
が
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

江川　拓弥
亀岳小学校・５年

原田　知佳
崎戸小学校・5年

力武江梨佳
大串小学校・５年

山田　晴叶
大串小学校・５年

吉牟田　駆
西海北小学校・５年
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突然この世を去ったスーパース
ターが残した愛娘をめぐり、大
人たちの欲望と思惑が交錯する。
最愛の人を失い傷ついた少女の
悲しみと回復、そして再生を丹
念な筆致で描き出す。

海がある。山がある。川がある。
すべての人々に真実を伝えたい
－。流罪の地・越後へ向かった
親鸞は、異様な集団の動きに巻
き込まれるが…。前作『親鸞』
の続編。

親鸞　激動篇　上下
 五木　寛之（西彼）

昭和初期、東北の寒村で貧しく
暮らす主人公鉄。村八分され、
苛め抜かれた鉄は、迫害者たち
を殺して逃亡する。流浪の日々
の中でいろんな人々と出会い束
の間の幸せを得るが―――。

焔　火
 吉村　龍一（西海）

病に倒れた戦国武将を中心に、彼
らが抱えていた健康問題にスポッ
トを当て、史料に記録された病状
や行動などから、現代医学の観点
で臨床記録を作ってみた…。

傷　痕
 桜庭　一樹（大島）

戦国武将の
死亡診断書

戦国☆保健委員会（大瀬戸）

地区
一  般  書 児  童  書

題　名 著　者 題　名 著　者

西彼
信長私記 花村　萬月 あいうえおみせ 安野　光雅
文明の子 太田　光 いきるっちゃん うしじま　ひろこ
相続・遺言・葬儀・墓準備の事典 黒澤　計男 U・ボルト スポーツ伝説研究会

西海
萌えて学べる !! 思想コレクション おにのおにぎりや ちば　みなこ
CUTE&NEET 黒田　研二 絵本を作ろう
出雲 そのぬくもりはきえない 岩瀬　成子

大島
スイングアウト・ブラザーズ 石田　衣良 炎路を行く者 上橋　菜穂子
酒田さ行ぐさげ 宇江佐　真理 魔界ドールハウス 斉藤　洋
タニタ式カラダのひみつ 池田　義雄 観察して楽しむ天体入門 沼澤　茂美

崎戸
共喰い 田中　慎弥 鷹のように帆をあげて まはら　三桃
七十歳死亡法案、可決 垣谷　美雨 ピーターサンドさんのねこ ルイス・スロボドキン
無双の花 葉室　麟 新にんげんはなにでできているの ? ライフサイエンス研究所

大瀬戸
まちがい 辻　仁成 わがままくまさん ねじめ　しょういち
あんぽん　孫正義伝 佐野　眞一 キツネたちの宮へ 富安　陽子
身近なモノ事始め事典 三浦　基弘 東京スカイツリーのしくみ NHK出版

１枚の利用者カードで西海市内の公立図書館・図書室の本を借りることができます。ぜひ、ご利用下さい。
なお、貸出期間は２週間です。借りたら期限内に返却をお願いします。

地　区 日　　　時 内　　　容
西　彼 4月 7日 午前10時～ 絵本の読み語り・工作など
西　海 4月 14日 午前10時30分～ 絵本の読み語りほか
大　島 4月 28日 午前10時30分～ 絵本の読み語りほか
大瀬戸 4月 21日 午前10時～ 絵本の読み語り・工作など
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vol.9SAIKAI

ニュース
長崎がんばらんば国体西海市実行委員会（西海市教育委員会スポーツ振興課内）

TEL：0959-37-0076／FAX：0959-22-1120

君の夢　はばたけ今　ながさきから

がんばくん らんばちゃん

2014年  10月12日（日）～10月22日（水）
の期間で開催されます☆

　3月3日（土）西彼総合体育館で市内の小・中学生を対象とした西海市バレーボール協会主催『バ
レーボール教室』が開催されました。
　当日は、九州文化学園の生徒・監督を講師としてお招きし、子どもたちにバレーボールの実技指導
をして頂きました。
　はじめの挨拶で九州文化学園の井上博明監督が、なぜバレーボールが楽しいかについて子どもたち
に語りかけていました。
　本市からもこれまでバレーボールの長崎県選抜やジュニアオリンピックの代表となった選手がいま
す。このバレーボール教室をきっかけに、西海市から「長崎がんばらんば国体」出場選手に選ばれて
くれることを期待しています。

大瀬戸総合運動公園体育館は改修工事のため、平成24年7月から11月までの期間使用
できなくなりますので、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。

西海市教育委員会　スポーツ振興課　☎37－0076

くれることを期待しています。

お知らせ

新体操（少年女子）
大瀬戸総合体育館

3B体操
西彼総合体育館

西海市開催競技
（正式競技・デモスポ行事）
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2
月
29
日
、
西
海
公
民
館
で
西

海
市
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功

労
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年

度
に
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
面
で
特

に
功
績
の
あ
っ
た
3
団
体
・
12
個

人
に
対
し
、
寺
本
教
育
委
員
会
委

員
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
社
会
教
育
功
労
表
彰
】

（
団
体
）

○
伊
ノ
浦
公
民
館

○
大
島
公
民
館

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
実
践
し
献
身
的
に
社
会

教
育
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

【
文
化
功
労
表
彰
】

○
村
岡
俊
行

　

多
年
に
わ
た
り
文
化
の
継
承
と

発
展
の
た
め
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
実
践
し
社
会
教
育
の
振
興
と

発
展
に
貢
献
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
】

○
福
岡
峰
子

○
立
石
靖
司

○
林
田
　
薫

　

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
意
欲
的
に
活
動
を
実

践
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
推
進

に
貢
献
。

【
文
化
顕
彰
】

○
川
口
さ
く
ら

　

第
56
回
長
崎
県
小
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展
「
子
ど
も
県
展
」

版
画
の
部
教
育
委
員
会
賞

○
谷
口
晃
晴

　

第
57
回
長
崎
県
小
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展
「
子
ど
も
県
展
」

絵
画
の
部
教
育
委
員
会
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
】

（
団
体
）

○
西
彼
中
学
校
野
球
部

　

第
3
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式

野
球
九
州
大
会
優
勝

（
個
人
）

○
楠
本
貴
志
（
西
彼
農
業
高
校
）

　

平
成
23
年
度
全
九
州
高
等
学
校

体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
第
3
位

○
先
村
　
翼
（
大
瀬
戸
中
学
校
）

　

第
38
回
中
学
校
長
崎
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
優
勝

　

第
11
回
全
日
本
中
学
校
男
女
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
準
優
勝

○
太
田
愛
里
（
西
海
北
小
学
校
）

　

第
25
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

○
山
田
圭
介

　

第
66
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い

で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
成
年
男
子
競
技
準
優
勝

○
平
尾
　
希
（
西
彼
杵
高
校
）

　

第
66
回
九
州
陸
上
選
手
権
大
会

5
0
0
0
メ
ー
ト
ル
競
技
準
優
勝

○
諌
崎
澄
英

　

第
11
回
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
」
卓
球
競
技
サ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

ブ
ル
・
テ
ニ
ス
（
S
T
T
）
の
部

準
優
勝

3団体・12個人が表彰されました
～平成23年度西海市教育・文化・スポーツ功労表彰～

▲表彰式のようす（写真は西彼中学校野球部）
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指
導

活
動
な
ど
を
行
う
5
名
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体
で
、
そ

の
構
成
員
の
国
内
事
故
を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。（
た
だ
し
、

学
校
管
理
下
の
活
動
中
の
事
故
は
除
く
。）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
団
体
は
、
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

掛
　
金　

一
人
8
0
0
円
〜

※
平
成
24
年
度
よ
り
掛
金
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間　

※
年
度
更
新

　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

（
財
） 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

☎
0
9
5

－

8
4
5

－

2
9
2
6

※
平
成
24
年
度
の
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
各

地
区
教
育
担
当
部
局
に
備
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
37

－

0
0
7
6

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

公民館で国際交流・ハングルを学ぼう !!

大瀬戸青少年研修所「鍵」の管理場所の変更について

　西海公民館では 10月より、公民館講座の一つ
として「韓国語講座」を開催しました。
　初回となるこの日は受講者 10名が参加。講師
には韓国出身の朴明玉さんを招き、ハングルでの
あいさつの仕方や自己紹介などを含む基礎的な学
習に取り組みました。
　講座は初心者向けに進められ、受講者たちは日
本語の「五十音表」にあたる「ハングル表」を見
ながら基本的な発音の確認や、「こんにちは」と
いった慣用的な会話表現を朴さんの後に続いて繰

り返し音読しました。
　映画やドラマ等でハングルが身近に感じるようになるなかで、生の韓国語に触れる貴重な
機会となりました。聞き慣れない発音やハングル文字に初めは緊張や戸惑いの顔を見せてい
ましたが、朴さんのていねいな指導と親しみやすい口調にすぐに場も和み、楽しく韓国語を
学んだようです。

　24年 4月 1日より西海市大瀬戸青少年研修所の「鍵」の管理・保管を西海市大瀬戸コミュニティ
センターに変更いたしました。
研修所をご利用される場合は、コミュニティセンターで鍵を受け取りください。

－西海公民館・公民館講座―

▲ハングル文字や発音について指導する朴先生
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2
月
18
日
、西
海
南
中
学
校
で
閉
校
式
が

開
催
さ
れ
、在
校
生
や
地
域
住
民
、卒
業
生
ら

約
3
0
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

西
海
南
中
学
校
は
昭
和
55
年
4
月
、中
学

校
統
合
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
が
、年
々
生
徒

数
は
減
少
し
、今
年
4
月
に
西
海
北
中
学
校

と
統
合
し
、西
海
中
学
校
と
な
り
ま
す
。閉
校

ま
で
の
32
年
間
に
計
1
、4
7
7
名
の
卒
業
生

が
こ
の
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
、林
和
憲
校
長
は「
様
々
な
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
こ
の
校
舎
と
も
お
別
れ
と
な
り

ま
す
。寂
し
さ
は
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
ま
せ

ん
が
、本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
、新
た

な
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」と
生

徒
に
激
励
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、林
校
長
よ
り
野
田
教
育
長
へ
校
旗

が
返
納
さ
れ
、生
徒
や
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、卒
業
生
ら
が
集
ま
っ
た
実
行
委

員
会
に
よ
る
閉
校
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、

在
校
生
に
よ
る
合
唱
や
地
元
の
太
田
和
、中

浦
、七
釜
の
3
地
区
に
よ
る
伝
統
芸
能
や
演
舞
が
披
露
。

ま
た
、伝
統
の「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」が
行
わ
れ
、在
校
生
や

卒
業
生
が
と
も
に
踊
り
ま
し
た
。

西海南中
学校
閉校式

▼伝統の「南中ソーラン」▲野田教育長へ校旗を返納する林校長（左）
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NEWS!!NEWS!!

　

3
月
18
日
、
西
海
町
の
さ
い
か
い
元
気
村
で
、「
ひ
ょ
っ

こ
り
元
気
村
〜
村
で一
服　

田
舎
の
休
日
〜
」
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
子

ど
も
連
れ
で
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
さ
い
か
い
元
気

村
の
風
や
空
気
に
触
れ
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同

時
に
西
海
市
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
会
場

に
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
昔
な
が
ら
の
三
輪
ト

ラ
ッ
ク
や
子
ブ
タ
な
ど
と
触
れ
合
え
る
「
む
ら
ず
ー
（
村

Z
O
O
）」
な
ど
地
域
に
あ
る
生
活
の
知
恵
や
楽
し
み
が

盛
り
込
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
。
ま
た
、「
こ
こ

ろ
ほ
っ
こ
り
食
べ
物
屋
」
と
し
て
多
く
の
店
が
出
店
。
訪

れ
た
来
場
者
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
景

色
の
中
、ま
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲寺島大橋を下る参加者▲いざ出発！

▲準備運動は「がんばらんば体操」 め
ぐ
る

を
島
大〜

第
7
回
さ
い
か
い
シ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
〜

〜
第
7
回
さ
い
か
い
シ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
〜

第
2
回
西
海
市
大
鍋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放
浪
記
」西
海
市
上
映
実
行
委
員
会

日
赤
へ
義
援
金

　

2
月
21
日
に「
第
2
回
西
海
大
鍋
ま
つ
り
実
行
委
員

会
」と
3
月
7
日
に「
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放
浪

記
」西
海
市
実
行
委
員
会
」の
2
団
体
が
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
、日
本
赤
十
字
長
崎
県
支
部
へ
届

け
ま
し
た
。

　
「
第
2
回
西
海
大
鍋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」は
、11

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
同
ま
つ
り
で
の
売
り
上
げ
の

一
部
23
万
9
、7
6
3
円
を
会
長
で
あ
る
田
中
市
長

よ
り
届
け
ら
れ
、ま
た
、映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放

浪
記
」西
海
市
上
映
実
行
委
員
会
は
1
月
に
上
映
し

た
3
会
場
で
の
売
り
上
げ
の一
部
と
会
場
に
設
置
し
た

義
援
金
箱
の
合
計
10
万
8
、8
8
7
円
を
同
委
員
会

委
員
の
樋
口
絹
子
更
生
保
護
女
性
会
長
よ
り
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

▼

義
援
金
を
手
渡
す
田
中
市
長（
上
）と
樋
口
更
生
保
護
女
性
会
長（
下
）

雨

中
の

のの

か
な

どひ

き
と
と

　

3
月
4
日
、大
島
大
橋
公
園
を
ス
タ
ー
ト・
ゴ
ー
ル
と
す
る

第
7
回
さ
い
か
い
シ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
市
内
外
か
ら
2
0
0
名
が
参
加
し
、親
子
連
れ
や

友
人
、愛
犬
を
連
れ
て
と
さ
ま
ざ
ま
。

　

コ
ー
ス
は
大
島
を
1
周
す
る
鍛
錬
コ
ー
ス（
22
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）と
百
合
岳
公
園
往
復
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス（
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）の
2
コ
ー
ス
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
。昼
頃
か
ら
雨
が
降
り
出
し
ま

し
た
が
、皆
さ
ん
笑
顔
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲こころほっこり食べ物屋コーナー

▲手作りの箸やスプーン等が作れる木工体験
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幼稚園
小学校
中学校
628名

卒
園・卒
業
式

　

市
内
の
幼
稚
園
、小・中
学
校
で
卒
園
、卒
業
式
が
行
わ
れ
、

先
生
や
在
校
生
、思
い
出
の
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

広
報
さ
い
か
い
第
14
号（
平

成
18
年
5
月
号
）で
紹
介
し
た

亀
岳
小
学
校
の
双
子
3
組
が

卒
業
し
ま
し
た
。

最後の卒業式
　西海南中学校と西海北中学校は4月から西海中学校として統合するため、最後の
卒業式となりました。

こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

西
海
南

中
学
校

西
海
北

中
学
校

▲西海北小学校

▲亀岳小学校 ▲大島幼稚園

平成23年度市立学校卒業者数
学　校　名 人　数

幼稚園 大 島 幼 稚 園 16

小学校

亀 岳 小 学 校 45
白 似 田 小 学 校 17
大 串 小 学 校 22
西 彼 北 小 学 校 31
西 海 東 小 学 校 41
西 海 北 小 学 校 14
西 海 西 小 学 校 11
西 海 南 小 学 校 10
大 島 西 小 学 校 14
大 島 東 小 学 校 37
崎 戸 小 学 校 11
平 島 小 学 校 1
多 以 良 小 学 校 10
瀬 戸 小 学 校 29
松 島 小 学 校 4
雪 浦 小 学 校 6
幸 物 分 校 1

中学校

西 彼 中 学 校 99
西 海 北 中 学 校 66
西 海 南 中 学 校 22
大 島 中 学 校 43
崎 戸 中 学 校 9
平 島 中 学 校 2
大 瀬 戸 中 学 校 67

計 628
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NEWS!!NEWS!!

　

わ
た
し
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
、お

母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ピ
ア
ノ
の
お

け
い
こ
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
時
も
、お
か
あ

さ
ん
は
ま
だ
い
ま
せ
ん
。

（
ど
う
し
た
の
か
な
。何
か
あ
っ
た
の
か
な
。）

　

わ
た
し
は
と
て
も
し
ん
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
ら
、「
お
母
さ

ん
は
ス
ー
パ
ー
の
前
で
ト
ラ
ッ
ク
と
ぶ
つ

か
っ
た
よ
。今
、び
ょ
う
い
ん
に
い
る
。」と
、

言
い
ま
し
た
。わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
て
、し

ら
な
い
う
ち
に
な
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、わ
た
し
は
お
母
さ
ん
の

け
い
た
い
に
電
話
を
し
て
み
ま
し
た
。ど
き

ど
き
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、お
母
さ
ん

が
出
ま
し
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」

　

お
母
さ
ん
の
声
を
聞
い
た
ら
、ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

（
よ
か
っ
た
。早
く
な
お
っ
て
ほ
し
い
な
。）

　

お
母
さ
ん
が
家
に
い
な
い
と
、し
ん
ぱ
い

で
、じ
ぶ
ん
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
何
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

お
父
さ
ん
た
ち
か
ぞ
く
全
員
で
び
ょ
う
い

ん
へ
お
み
ま
い
に
行
き
ま
し
た
。お
母
さ
ん

は
ベ
ッ
ド
に
ね
て
い
て
、う
で
や
こ
し
が
い
た

そ
う
で
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
車
に
ぶ
つ
け
た
男
の
人
が
お

み
ま
い
に
来
ま
し
た
。よ
そ
見
を
し
て
い
て
、

ち
ゅ
う
し
ゃ
場
で
お
母
さ
ん
の
車
に
ぶ
つ

か
っ
た
そ
う
で
す
。男
の
人
は
、な
き
そ
う
な

顔
で
、何
回
も
あ
や
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
三
日
で
た
い
い
ん
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ち
ゅ
う
し
ゃ
場
で
あ
ま
り

ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
、く
び

や
う
で
、こ
し
が
い
た
い
く
ら
い
で
す
み
ま

し
た
。わ
た
し
は
、お
母
さ
ん
が
早
く
た
い

い
ん
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、今
ま
で
に
こ
う
つ
う
じ
こ
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。黒
い
車
が
ま
わ
り

を
良
く
見
て
い
な
く
て
、白
い
車
に
ぶ
つ
か

り
ま
し
た
。ど
ー
ん
と
も
の
す
ご
い
音
が
し

ま
し
た
。か
ぞ
く
も
び
っ
く
り
し
て
、ま
わ
り

の
人
も
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。わ
た
し
は
、

わ
っ
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。す
ご
く
ぶ
つ

か
っ
た
の
で
、五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
白

い
車
が
へ
こ
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。

（
あ
ん
な
に
か
た
い
車
が
へ
こ
む
ん
だ
か
ら
、

人
間
だ
っ
た
ら
、ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。）

　

わ
た
し
は
こ
う
つ
う
じ
こ
は
本
当
に
こ
わ

い
な
と
思
い
ま
し
た
。車
を
う
ん
て
ん
し
て

い
る
時
、よ
そ
見
を
し
た
り
、ま
わ
り
を
よ

く
見
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
、こ
う
つ
う
じ

こ
が
お
こ
り
ま
す
。ス
ピ
ー
ド
が
も
っ
と
出

て
い
た
ら
、車
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
こ
わ
れ
る

し
、人
も
大
け
が
を
し
た
り
、死
ん
で
し
ま
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
じ
こ
で一
番
多
い
の
は
、と
び
だ

し
や
自
転
車
じ
こ
だ
そ
う
で
す
。子
ど
も
は

小
さ
い
の
で
か
ん
た
ん
に
大
け
が
を
し
た

り
、死
ん
だ
り
す
る
と
思
い
ま
す
。自
分
の

い
の
ち
は
自
分
で
ま
も
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

だ
と
学
校
で
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
、わ
た
し
は
、お
母
さ
ん
の
じ
こ
の
こ
と

を
わ
す
れ
な
い
で
、ぜ
っ
た
い
に
こ
う
つ
う
じ

こ
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

ぜ
っ
た
い
に
こ
う
つ
う
じ
こ
に
あ
わ
な
い
西
海
市
立
雪
浦
小
学
校

幸
物
分
校
三
年

高 

尾   

怜 

香
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幸物分校3年
高尾怜香さん

最
優
秀
賞（
知
事
賞
）

最
優
秀
賞（
知
事
賞
）

受
賞
受
賞

　

2
月
17
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
さ
れ
た「
第
45
回
長
崎
県
安
全
推
進
県
民
協
議

会
総
会
」に
て
、交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
の
部
小
学
校
低
学
年
の
部
で
雪
浦
小
学
校
幸
物

分
校
3
年
の
高
尾
怜
香
さ
ん
が
最
優
秀
賞（
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、お
母
さ
ん
が
事
故
に
遭
い
、事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
交
通
安
全
を
認
識
す
る
作
品

で
、当
日
の
総
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
さ
れ
た「
第
45
回
長
崎
県
安
全
推
進
県
民
協
議

会
総
会
」に
て
、交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
の
部
小
学
校
低
学
年
の
部
で
雪
浦
小
学
校
幸
物

分
校
3
年
の
高
尾
怜
香
さ
ん
が
最
優
秀
賞（
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、お
母
さ
ん
が
事
故
に
遭
い
、事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
交
通
安
全
を
認
識
す
る
作
品

で
、当
日
の
総
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▲

田
中
市
長
と
高
尾
怜
香
さ
ん
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ほけんとふくし

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

◎
麻
し
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
後
、約
10
〜

12
日
間
を
経
て
、熱・せ
き・鼻
水
な
ど
の
症
状
が
出
は
じ
め

ま
す
。数
日
す
る
と
、首
す
じ・顔
か
ら
赤
い
発
し
ん（
ぶ
つ
ぶ

つ
）が
出
は
じ
め
、熱
も
高
熱
と
な
り
発
し
ん
は
全
身
に
広

が
り
ま
す
。38
〜
39
℃
台
の
熱
は
1
週
間
か
ら
10
日
程
度
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。と
て
も
う
つ
り
や
す
く
、免
疫
が
な
い

と
大
人
も
か
か
り
ま
す
。

　

麻
し
ん（
は
し
か
）に
か
か
る
と
肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
、1
，0
0
0
人
に
1
人
程
度
の
割
合
で
命

を
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、10
年
ほ
ど
し
て
か
ら

「
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
」と
い
う
重
い
脳
炎
が
10
万
人
に

1
人
の
割
合
で
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
麻
し
ん（
は
し
か
）の
予
防
は
？

は
し
か（
麻
し
ん
）の
予
防
は
、予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
す
！

　

平
成
24
年
度
の
麻
し
ん
予
防
接
種
の
対
象
者
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

1
期
：
1
歳
児
の
お
子
さ
ん

2
期
：
就
学
前
の
お
子
さ
ん（
平
成
18
年
4
月
2
日
〜

平
成
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

3
期
：
中
学
1
年
生（
平
成
11
年
4
月
2
日
〜

平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

4
期
：
高
校
3
年
生（
平
成
6
年
4
月
2
日
〜

平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

※
平
成
23
年
度
中
に
海
外
へ
の
修
学
旅
行
等
を
理
由
に
接

種
を
受
け
た
人
は
、第
4
期
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☆
2
〜
4
期
の
対
象
者
に
は
4
月
中
に
個
人
通
知
を
行
い
ま
す
。

5月30日は
5月28日～6月3日は

「健康の里さいかい」をめざし、市民一人ひとりが健康で元気になり、
地域を盛り上げていきたいということから「健康の日」「健康週間」に取り組みます。

健康の日・健康の日・
健康週間です健康週間です

～健康は、楽しく歩く一歩から～

何をするの？

何かイベントは？

　自分や家族のために「健康って」
「今の自分は健康かな？」と考えて
みたり、「健康のために日頃から
やってみたいと思うことを行動に
移すきっかけを作る日」です。

 ★ 健康週間中、西彼・大瀬戸体育館のトレーニング室を無料開放します。
 ★ 健康の日は、午後3時にラジオ体操を流します。

〈スポーツ振興課イベント〉
 ★ がんばらんば体操を行ってみませんか？指導員を派遣します。
 ★ 健康ウォークを開催予定です。

〈健康づくり課イベント〉
 ★ 出前講座で健康に関する講座を開催します。
 ★ 簡単な健康チェック（血圧や体脂肪、血管年齢、足指力測定など）を行います。
 希望される団体は、ぜひお問い合わせください！

健康づくり課保健班 137－0067
スポーツ振 興 課 137－0076
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ほけんとふくし

【今月の食育一口メモ】
「魚をおろすことができますか」

　そのなかには、ウギャルLie（ライ）さんによる
「魚の美容・栄養価について」の講話が行われ、
新鮮なイワシを手開きしたり、アジの3枚おろ
しに挑戦。最終回は握り寿司を握って試食をし
ました。
　西海市の新鮮な魚は生臭さもなく、生徒さん
たちも果敢に魚を料理して、おいしく試食する
ことができました。
　切り身の魚も良いですが、1尾丸ごと買うほ
うがとてもお得です。
　まったくおろせない方も、一度チャレンジし
てみてはいかがですか？

介
護
保
険
事
業
計
画
・

老
人
福
祉
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
海
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
（
北
島

榮
委
員
長
）
は
諮
問
を
受
け
た
「
西
海
市
第
5
期
介

護
保
険
事
業
計
画
及
び
老
人
福
祉
計
画
」
に
つ
い
て

の
検
討
結
果
を
2
月
22
日
に
田
中
市
長
に
答
申
し
ま

し
た
。

　

今
回
答
申
さ
れ
た
第
5
期
の
事
業
計
画
は
、
高
齢

者
が
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、「
介
護
」、「
介
護
予
防
」、「
医
療
」、「
住
ま
い
」

並
び
に
「
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
権
利

擁
護
」
の
た
め
の
事
業
な
ど
を
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
の
場
に
お
い
て
一
体
的
に
提
供
し
て
い
く
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
体
制
構
築
・
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
目
指
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4月は「未成年者飲酒
防止強化月間」です
（お酒は二十歳になってから）

お父さん・お母さん
未成年のお子さんに軽い気持ちでお
酒をすすめていませんか？

未成年のあなた
アルコール飲料をジュースのように
軽い気持ちで飲んでいませんか？

福岡県国税局・税務署

講師にはウギャル
Lie（ライ）さんも
　みなさんは、魚をおろせますか？
　西海市食育アンケートでは、
17.3％の方がまったくおろせないと
答えています。
　平成23年度に西海市では、長崎県
立西彼農業高校の専門部21名の生徒
を対象に、平成23年12月から平成
24年1月に5回にわたって魚食伝道
師育成事業を開催しました。
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くらしの情報

広
告
欄

募　

集

臨
時
職
員
募
集

募
集
職
種　

地
域
対
策
支
援
員

勤
務
場
所　

市
内
全
域

募
集
人
員　

10
名

（
本
庁
・
各
総
合
支
所
に
2
名
ず
つ
配
置
）

募
集
資
格　

普
通
自
動
車
免
許

業
務
内
容

・道
路
や
市
有
地
の
草
刈
・
雑
木
の
伐
採

・
動
物
の
死
骸
処
理
、野
犬
の
捕
獲

・
そ
の
他
簡
単
な
大
工
仕
事
な
ど

募
集
期
限　

5
月
7
日（
月
）

応
募
要
領

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
財
務

課
又
は
総
合
支
所
市
民
課
に
提
出

面
接
日
時
・
場
所

　

後
日
、郵
送
に
て
通
知

採
用
期
間

　

平
成
24
年
6
月
1
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

報
酬　

日
額
6
、7
5
0
円

福
利
厚
生

　

健
康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、年
次
有
給
休
暇

問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課

37
-0
0
2
2

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
内

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

勤
務
場
所

　

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

採
用
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

　

満
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
救

助
能
力
を
有
し
、西
海
市
内
に
在

住
し
通
勤
が
可
能
な
方

募
集
締
切　

5
月
10
日（
木
）

選
考
方
法　

本
人
面
接

面
接
日
時
及
び
場
所

　

決
定
後
、申
込
者
へ
通
知（
採
用

者
に
は
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

採
用
期
間

　

平
成
24
年
6
月
1
日
〜
10
月
下

旬
の
う
ち
最
長
2
か
月
間

※
水
温
・
気
温
に
よ
り
臨
時
休
館
日

あ
り（
毎
週
月
曜
日
及
び
8
月
13

日
か
ら
15
日
は
休
み
）

申
込
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
各
地
区

に
備
え
付
け
て
あ
る
プ
ー
ル
監
視

員
申
込
書
及
び
西
海
市
臨
時
職
員

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、5
月
10
日（
木
）ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
又
は
各
地
区
の
教

育
委
員
会
担
当
窓
口
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

賃
金　

時
給
8
4
0
円

※
交
通
費
相
当
分
と
し
て
賃
金
を
別

途
支
給（
西
海
市
の
規
定
に
よ
る
）

勤
務
時
間

・
火
〜
金　

午
後
4
時
〜
午
後
8
時

・
土
、
日　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
正
午
か
ら
1
時
間
休
憩
）

・
祝
祭
日　

午
後
4
時
〜
午
後
8
時

・
夏
休
み
期
間

　
（
7
月
20
日
〜
8
月
31
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
（
正
午
か
ら
1
時
間
休
憩
）

　
　

午
後
5
時
〜
午
後
8
時

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

37
-0
0
7
6

道
路
維
持
作
業
員
募
集

募
集
職
種　

道
路
維
持
作
業
員

勤
務
場
所　

市
内

募
集
人
員　

4
名

募
集
資
格

　

土
木
作
業
等
実
務
経
験
者
、普

通
自
動
車
運
転
可
能
な
方

勤
務
内
容

　

市
建
設
課
が
管
理
す
る
市
道
等

施
設
維
持
管
理
業
務

募
集
期
限　

4
月
20
日（
金
）

応
募
要
領

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
建
設

水
道
部
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。封
筒
に
「
道
路
維
持
作
業

員
希
望
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
決
定

　

面
接
試
験
を
実
施
し
て
決
定
し

ま
す
。面
接
日
時
等
に
つ
い
て
は

後
日
申
込
者
あ
て
に
連
絡
し
ま
す
。

採
用
期
間
・
勤
務
時
間

　

平
成
24
年
5
月
7
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

（
週
30
時
間
）

報
酬

　

月
額
1
3
5
、0
0
0
円

（
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、市
の

規
定
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。）

福
利
厚
生

　

健
康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、年
次
有
給
休
暇
、特

別
休
暇（
一
部
無
給
）

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

37
-0
0
2
0

第
20
期
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

募
集
期
間

　

2
月
13
日（
月
）〜
5
月
26
日（
土
）

※
当
日
消
印
有
効

■債務の整理（任意整理・自己破産・個人再生）
　返済がきつい、取り立てがきつい、生活費もままならないなど
　⇒解決策はあります。あきらめないで。
　※家計の状況に合わせた返済計画を立て直します。
■訴訟　裁判所から訴状や支払督促などが届いたら放置せず、
　　　　必ずご相談ください。
■訪問販売などの契約に関すること。

■相続・遺産の分割・遺言に関すること。
■土地・建物に関すること。
■不動産の登記　名義変更・抵当権設定・抹消など
■会社の登記　設立・役員の変更など
■成年後見等の申立て
■その他　身に覚えのない金銭の請求を受けている、知らない業者
　　　　　から請求書が届いているなど

西海市大瀬戸町瀬戸板浦郷1133
（紫雲山登り口バス停前）秘密は固く守られます。 TEL 0959ｰ37ｰ0780

身の回りのこと  お気軽に  ご相談下さい みなと司法書士法人　西海事務所  司法書士  中山雄一

相談は無料です。
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広
告
欄

受
講
資
格

・「
い
の
ち
の
電
話
」の
趣
旨
に
賛
同

す
る
22
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
男
女

・
前
期
養
成
講
座
、面
接
審
査
及
び

後
期
養
成
講
座
を
受
講
し
、電
話

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
月
2

回
程
度
活
動
で
き
る
方

・月
1
回
程
度
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方

講
座
期
間

　

前
期 

6
月
〜
8
月

　

後
期 

9
月
〜
平
成
25
年
9
月

受
講
費
用

　

前
期
講
座　

6
千
円

　

後
期
講
座　

2
万
4
千
円

　

他
に
宿
泊
研
修
費
1
万
円
が
別

途
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

0
9
5
-8
4
3
-4
4
1
0

　

F
A
X
0
9
5
-8
4
4
-3
6
0
0

　

〒
8
5
2
-8
7
9
9

　

日
本
郵
便
長
崎
北
支
店
私
書
箱
45
号

お
知
ら
せ

！軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
な
ど
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

5
月
24
日（
木
）ま
で
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、軽
自
動
車
税
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
又
は
各
総
合
支

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課
市
民
税
班

　
　

37
-0
0
6
2

県
職
員
に
よ
る
建
築
物
に
か
か
る

受
付
相
談
窓
口
を
終
了
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
3
月
末
を
も
っ
て
、毎

週
水
曜
日
に
市
役
所
住
宅
建
築
課
内

に
設
置
し
て
い
ま
し
た『
県
職
員
に

よ
る
建
築
物
に
か
か
る
受
付
及
び
相

談
窓
口
』が
終
了
し
ま
し
た
。

　

4
月
以
降
に
つ
い
て
は
、建
築
基

準
法
に
基
づ
く
申
請
等
は
従
来
ど
お

り
市
を
経
由
し
ま
す
が
、詳
し
い
相

談
は
左
記
事
務
所
に
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

場
所

　

県
北
振
興
局
4
階
建
築
課

（
佐
世
保
市
木
場
田
町
3
-25
）

　

0
9
5
6
-23
-1
8
1
6

　

F
A
X　

0
9
5
6
-24
-4
2
8
8

問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
建
築
課　

37
-0
0
2
1

「
普
通
救
命
講
習
I
」を
開
催

実
施
日
時

　

4
月
22
日（
日
）

　

9
時
〜
12
時（
3
時
間
）

実
施
場
所

　
広
田
地
区
公
民
館（
佐
世
保
市
重
尾
町
63
）

内
容⑴

心
肺
蘇
生
法
及
び
止
血
法
の
指
導

⑵
異
物
除
去
法
の
指
導

⑶
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
A
E
D
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導

⑷
そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指
導

申
込
み
方
法

　

電
話
又
は
F
A
X
で
下
記
の
担

当
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

4
月
16
日（
月
）〜
21
日（
土
）

定
員　

30
名（
先
着
順
）

今
回
の
担
当
署

　

佐
世
保
市
東
消
防
署

　

0
9
5
6
-38
-2
5
1
9

　

F
A
X　

0
9
5
6
-38
-1
1
1
9

受
講
対
象
者　

中
学
生
以
上
の
方

　

受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配

布
し
、修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

（
受
講
料
は
無
料
）

　

詳
し
く
は
、佐
世
保
市
消
防
局

警
防
課
救
急
救
助
係

（

0
9
5
6
-23
-2
5
9
8
）

又
は
佐
世
保
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.sasebo.

nagasaki.jp/
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

憲
法
週
間
行
事
を
実
施
し
ま
す

①
無
料
法
律
相
談
所

開
催
日　

5
月
7
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
12
時　

午
後
13
時
〜
16
時

（
受
付
は
15
時
40
分
ま
で
）

場
所

　

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
5
階
会
議
室

　

長
崎
市
築
町
3
番
18
号

　

0
9
5
-8
2
3
-9
3
3
3

相
談
内
容

　

金
銭
、土
地
、建
物
、労
務
、夫

婦
、親
子
、相
続
、登
記
、人
権
問

題
な
ど

共
催

　

長
崎
地
方
裁
判
所
、長
崎
家
庭

裁
判
所
、長
崎
地
方
検
察
庁
、長

崎
地
方
法
務
局
及
び
長
崎
県
弁
護

士
会

　

当
日
整
理
券
を
配
布
し
、番
号

順
に
相
談
を
受
け
ま
す（
一
人
当
た

り
20
分
程
度
）。た
だ
し
、相
談
内

容
に
よ
っ
て
は
、順
番
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
裁
判
所
見
学
、公
判
傍
聴
等

　

裁
判
所
見
学
、公
判
傍
聴
、裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
説
明
等
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、F
A
X
又
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

受
付
は
憲
法
週
間
に
か
か
わ
ら
ず

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
長
崎
地
方
裁
判
所
事
務
局　

総
務

課
庶
務
係

　

0
9
5
-8
0
4
-4
1
1
4

・
長
崎
家
庭
裁
判
所
事
務
局　

総
務

課
庶
務
係

　

0
9
5
-8
0
4
-4
1
4
4
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くらしの情報

広
告
欄

西海市農林振興事業費補助金について
（市独自の補助事業であり、国・県事業についてはJA、市農林課へお尋ねください。）

補助事業名 補助の内容

1 施 設 園 芸 育 成 推 進 事 業

①ハウス施設等の新設
②既存施設に係る付帯施設（加温機・循環扇・給水施設等）の新設
③既存ハウスのビニール資材張替え
要件：農業者であること（③は認定農業者等）
※過去に当事業を活用した同一施設の整備は対象外
補助率：資材費の1/3
補助限度額：①50万円以内②20万円以内③5万円以内

2 有 害 鳥 獣 被 害 対 策 事 業

①電気柵・ワイヤーメッシュ柵の購入
　　（受益戸数2戸以上、1箇所あたりの10a以上農地に限る）
　補助率：1/2以内
②箱わな購入補助　補助限度額：1基1万円以内
③防護ネット購入補助
　補助率：事業費の20％以内　補助限度額：10万円以内
④狩猟免許取得に対する補助（講習料、受験料、診断書料）
　補助率：経費の1/2以内

3 遊休農地解消対策事業（放牧） 電気牧柵の購入補助（個人経営に限る）
補助率：事業費の1/3以内　補助限度額：5万円以内

4 自 給 飼 料 推 進 事 業 飼料種子購入、電気牧柵の設置費用（水田の裏作用）
補助率：事業費の1/2以内　補助限度額：5万円以内

5 農 業 法 人 設 立 支 援 事 業 農業法人設立費用を助成　補助限度額：25万円以内

6 ブルーベリー栽培推進事業
指定された品種（6品種）の購入補助
指定品種：ブルーゴールド・エチョータ・ガルフコースト・ミス
ティ・ブライトウェル・デライト
補助率：苗費1/2以内

7 家畜伝染病発生予防対策事業 動力噴霧器等、消毒機器の購入補助
補助率：2/3　補助限度額：5万円

8 畜 産 優 良 種 導 入 事 業
優良繁殖和牛導入：導入費の10％以内（上限4万円）
市内産業牛導入：和牛　1万円/頭、F1　5千円/頭
優良和牛素牛導入：3万円/頭　優良種母豚導入：1万円/頭

※詳細につきましては農林課（ 37-0070）までお問い合わせください。

　

平
成
24
年
度
よ
り
環
境
保

全
型
農
業
推
進
事
業
（
堆
肥

購
入
補
助
）
の
要
件
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
は
環
境

保
全
型
農
業
の
普
及
を
図
る

た
め
幅
広
く
助
成
し
て
き
ま

し
た
が
、
環
境
保
全
型
農
業

の
普
及
や
、
堆
肥
の
流
通
に

一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
と

判
断
し
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
よ
り
高
度
な
環
境
保
全
型

農
業
を
目
指
す
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
農
家
も
し
く
は
認

定
農
業
者
に
対
し
補
助
を
行

い
ま
す
。

注
意　

堆
肥
購
入
後
の
申
請

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
堆
肥
購
入
前
に
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

環境保全型農業（堆肥購入補助）について 農林課
37－0070

対 象 者 エコファーマー認定農家
 もしくは認定農業者に限る
補助要件 市内産堆肥であること
補 助 率 1／2以内
補助限度額
　【バラ堆肥】1トンあたり1,250円
　【袋 堆 肥】1袋あたり100円
　※一人当たり10万円を上限
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西
海
市
で
は
、
平
日
勤
務
さ
れ
て
い
て
時
間
内
に
来

庁
で
き
な
い
市
民
の
方
を
対
象
に
、
4
月
1
日
か
ら
、

試
験
的
に
時
間
外
に
開
庁
し
、
証
明
発
行
及
び
パ
ス

ポ
ー
ト
の
受
領
事
務
を
行
い
ま
す
。

開
庁
期
間　

3
ヶ
月
間

（
4
月
1
日
〜
6
月
30
日
）

開
庁
箇
所　

市
役
所
本
庁

開
庁
曜
日　

毎
週
水
曜
日

開
庁
時
間　

午
後
7
時
30
分
ま
で

取
り
扱
う
事
務

○
市
民
課

・
戸
籍
謄
抄
本
等
証
明
書
、
住
民
票
及
び
記
載
事
項
証

明
書
、
印
鑑
登
録
及
び
証
明
書

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
（
た
だ
し
、
必
ず
県
証
紙
・
収

入
印
紙
を
持
参
す
る
こ
と
）

○
税
務
課

・
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

　

な
お
、
今
回
の
時
間
外
開
庁
は
必
要
性
を
把
握
す

る
た
め
、
試
験
的
に
行
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

総
務
戸
籍
班

　
　

37
-0
1
6
4
（
内
線
2
8
1
1
〜
3
）

　

税
務
課　

市
民
税
班

　
　

37
-0
0
6
2
（
内
線
2
8
2
1
〜
3
）

投
票
立
会
人
募
集
の
お
知
ら
せ

　

西
海
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

延
い
て
は
投
票
率
の
向
上
及
び
公
明
か
つ
適
正
な
投
票
環
境
の
整

備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
投
票
立
会
人
の
候
補
者
を
一
般

公
募
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

　

西
海
市
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
方

申
込
方
法

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
及
び
各
総
合
支
所
（
江
島
・
平
島

出
張
所
を
含
む
）
に
備
え
付
け
の
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
及
び

今
後
申
込
さ
れ
る
方
の
登
録
期
限
は
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

有
効
で
す
（
そ
の
後
は
4
年
毎
に
更
新
で
き
ま
す
）。

報
酬
の
額

　

西
海
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
に
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基

準
に
関
す
る
法
律
第
14
条
第
1
項
に
規
定
す
る
額
と
定
め
て
い

ま
す
。（
こ
の
金
額
よ
り
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
）

そ
の
他

　

申
込
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
っ
た
ん
登
録
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
選
挙
が
あ
る
ご
と
に
ご
相
談
を
し
、
選

任
い
た
し
ま
す
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
又
は
各
総
合
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
海
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 

0
9
5
9
-37
-0
0
8
2

　

F
A
X 

0
9
5
9
-23
-3
1
0
1

4
月
1
日
か
ら

募 集 場 所 間瀬第2駐車場
 （とれたて市場付近）
 西海市大島町1894-74
募 集 区 画  15区画程度
 ※応募多数の場合は、抽選により決定。
料　　　　金 3,150円
供 用 開 始  平成24年5月
問い合わせ先 財務課財産管理班　 37－0022
 大島総合支所市民課　 37－0144

市営駐車場（月極定期）利用者を募集します
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くらしの情報

広
告
欄

つくも総合法律事務所 長崎県弁護士会所属

𠮷　田　英　樹
・過払金返還請求事件等【多重債務問題】
・離婚、相続、後見申立等【家事事件】
・交通事故等【一般民事】
・刑事　・商事

 （但し、多重債務問題は無料となります。）

身近な問題をお気軽にご相談ください

℡0956－76－7200
30分　5,250円（消費税込） ココ

NTT西日本佐世保ビル 至大野

国道3
5号線

至佐世保駅

GS
国
際
通
り

谷
郷
バ
ス
停駐車場あり〒 857-0027

長崎県佐世保市谷郷町3番1号谷郷Ⅱ4階

平成24年度の国民年金保険料 月額14,980円です 
　

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま
す

が
、
平
成
24
年
度
は
前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下
げ

ら
れ
た
月
額
1
4
、
9
8
0
円
と
な
り
ま
す
。
毎

月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
4
月

の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一
年
分
の「
納
付
書
」に

よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。
な
お
、

保
険
料
は
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関

で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市　
　
　

民　
　
　

課　

37
-0
1
6
4

西
彼
総
合
支
所
市
民
課　

37
-0
1
2
4

西
海
総
合
支
所
市
民
課　

37
-0
1
3
4

大
島
総
合
支
所
市
民
課　

37
-0
1
4
4

崎
戸
総
合
支
所
市
民
課　

37
-0
1
5
4

憲
法
記
念
日
（
5
月
3
日
）
を
中
心
と
し
た
5
月

1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
の
精
神
や
国
民

生
活
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護
士
会
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ
の
時
期

に
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
憲

法
週
間
行
事
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

週
間
行
事
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
裁
判

所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
裁
判
所
や
裁
判
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
最
寄
り
の
裁
判
所
の
総

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、裁
判
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」
が
始
ま
っ
て
か
ら
3

年
が
経
過
し
ま
す
。
裁
判
所
で
は
国
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
裁
判
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
裁
判
の
制
度
や
仕
組

み
に
つ
い
て
、幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
広

報
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

5
月
1
日
か
ら

5
月
7
日
ま
で

憲
法
週
間
で
す

　裁判例情報、司法統計、見学・傍聴案内をはじめとする各種情報については裁判所ウェブ
サイト（http://www.courts.go.jp）、裁判員制度の詳しい情報については、裁判員制度ウェ
ブサイト（http://www.saibanin.courts.go.jp）でそれぞれ紹介しています。
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くらしの情報

全
国
瞬
時
警
報

（
J‐A
L
E
R
T
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た

　
J

ｰ

A
L
E
R
T

（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）

と
は
、日
本
で
武
力

攻
撃
や
気
象
災
害

（
地
震・津
波
な
ど
）

が
発
生
す
る
と
消

防
庁
の
通
信
衛
星

を
通
じ
て
、全
国
の

自
治
体
の
防
災
行

政
無
線
を
自
動
的

に
起
動
さ
せ
て
、住

民
へ
瞬
時
に
情
報

伝
達
を
行
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

西
海
市
の
防
災

行
政
無
線
も
、緊
急

時
に
は
自
動
放
送

に
よ
り
市
内
一
斉
放

送
が
さ
れ
ま
す
。例

え
ば
、西
海
市
付
近

（
長
崎
県
南
西
部
）

で
、震
度
4
以
上
の

地
震
が
発
生
し
た

場
合
、次
の
よ
う
な

放
送
が
流
れ
ま
す
。

【全国瞬時警報システム（J－ALERT）イメージ図】瞬時警報システム（J－ALERT）イメージ図】 屋外拡声子局

西海市防災行政無線
（自動的に市内一斉放送）

戸別受信機

○震度4の地震が発生した場合
（チャイム音）→「こちらは防災西海市役所です。震度4の地震が発生しました。火の始末をして
下さい。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて行動してください。」
【3回繰り返し】

○震度4の地震が発生した場合
（チャイム音）→「こちらは防災西海市役所です。震度4の地震が発生しました。火の始末をして
下さい。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて行動してください。」
【3回繰り返し】

平
成
24
年
度
の
所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
の
公
共
減
免
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
（
加
入
者
）
は
、
所
得
割
の
算
定
、

軽
減
の
判
定
な
ど
の
た
め
、
所
得
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
が
必

要
で
な
い
方
で
も
、
軽
減
の
判
定
や
高
額

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
判
定
の
対

象
と
な
る
方
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

○
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
で
、

前
年
中
に
収
入
（
所
得
）
が
あ
っ
た
人

○
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
で
、

収
入
（
所
得
）
の
な
い
人
や
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
が
あ
っ

た
人

申
告
が
必
要
で
な
い
人

○
所
得
税
の
確
定
申
告
又
は
住
民
税
の
申

告
を
し
た
人

○
給
与
収
入
（
所
得
）
の
み
の
人
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
会
社
か
ら
市
役
所
へ

提
出
さ
れ
て
い
る
人

○
公
的
年
金
以
外
の
収
入
（
所
得
）
が
な

い
場
合
で
、
公
的
年
金
支
払
報
告
書
が

市
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人

申
告
期
限　

4
月
27
日
（
金
）
ま
で

申
告
先　

本
庁
税
務
課
及
び

各
総
合
支
所
市
民
課

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

37
-0
0
6
2

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
土
地
又

は
家
屋
は
、
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
土
地
、

家
屋
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
公
民
館
、

集
会
所
施
設
及
び
そ
の
敷
地
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
賃
借
料
を
受
領
し
て
い
る
場

合
に
は
、
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

減
免
申
請
書
に
、
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、

納
期
限
前
7
日
ま
で
に
本
庁
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
班

　
　

37
-0
0
6
2
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「空き家情報バンク制度」ご存知ですか？

市民の皆様の自主的な『まちづくり』を応援します！
～『さいかい力創造支援事業補助金』のご案内～

　産業、福祉、芸術文化・歴史、スポーツ、コミュニティ活動、NPO・ボランティア活動等の様々な分野で、市
民の皆様が自主的に取り組む地域づくりに関する企画、研究や、活動の実践を支援します。

○ 補助の対象者 5名以上の団体。但し、代表者及び構成員の過半数が西海市民であることを条件とする。

○ 対象経費 講師等謝金、講師等旅費、周知広報費、会場借料、資料作成費、物品リース料、原材料費、
事業の立ち上げ及び拡充に係る備品購入費など

○ 補助金の額

企画研究部門：補助限度額10万円（補助率：対象経費の10／10）
実践活動部門：西海市全域を対象とする事業

補助限度額100万円～60万円（補助率：対象経費の8/10）
西海市内の一定の地域を対象とする事業
補助限度額50万円～30万円（補助率：対象経費の8/10）

○ 申込期限 6月1日（金）まで

〈事業例〉
・地域への観光客誘致を目的とした、歴史文化資源の活用策等の企画研究
・市内の名所を図案化した包装紙の制作による地域の情報発信活動
・郷土史跡パンフレット制作による情報発信、及び各種団体との交流活動
・市内小中高生とともに取り組む環境美化、生ごみリサイクル、野菜栽培、
　郷土料理
・子どもたちが住みなれた地域で安心して暮らせるまちづくりへのチャレンジ！
・海浜公園の景観向上とマリンスポーツを通した活性化、交流活動
・地域づくり活動に繋がる歴史的資源の復元

詳しい条件や、
ご応募に関する
お問い合わせは、
まちづくり推進課
（ 37－0064）

まで

　市では、定住対策の一環として、田舎暮らしを希望される方から問い合わせの多い「空き家」の情報提供を受け付けています。
　将来的にも使わない「空き家」を貸したい、売りたいと思っていましたら、市の「空き家情報バンク」に登録してください。
　「空き家情報バンク」に登録されると、ウェブサイトなどで利用希望者に情報を提供できます。
　空き家情報の登録希望や、「空き家物件情報」をご覧になって住んでみたい物件がありましたら、まちづくり推進課までご連絡
ください。

〈手続きの流れ〉
①空き家を売りたい、貸したいと思っている所有者の方は「空き家情報バンク登録申込書」をまちづく
り推進課に提出。
　提出された情報は「空き家情報バンク」に登録されると同時に、西海市ウェブサイトに掲載。

⬇
②登録された「空き家情報」をご覧になって希望条件に合った空き家情報があった場合は、まちづくり
推進課までご連絡ください。（ウェブサイトがご覧になれない方へは希望条件に合った情報を書類等で提
供させていただきます。）

⬇
③空き家利用希望者の中から先着順に交渉の意思確認をさせていただき、所有者の方に連絡します。

⬇
④空き家所有者と利用希望者の当事者間で契約や交渉を行います。
　※市が売買・賃貸の仲介を行うわけではありません。あくまでも紹介だけをさせていただくことにな
ります。
　※その後の交渉などについては、所有者と希望者の二者間で行っていただくことになりますのでご注
意ください。

問い合わせ先　まちづくり推進課（ 37－0064）　西海市ウェブサイト　http://www.city.saikai.nagasaki.jp/

33 広報さいかい 2012.4

平
成
24
年
度
政
策

環
境
ニ
ュ
ー
ス

き
ょ
う
い
く
の
広
場

親
善
交
流
少
年
団

ま
ち
の
話
題

浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業

く
ら
し
の
情
報

オ
ラ
ン
ダ
村 

他

西
海
市
の
魅
力

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

市
長
コ
ラ
ム 

他



くらしの情報

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
成

盆
踊
り
大
会
の
太
鼓・や
ぐ
ら
な
ど
購
入

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
、
市
内
2
地
区
の

自
治
会
が
、
太
鼓
や
盆
や
ぐ
ら

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を

財
源
に
地
域
活
動
に
必
要
な
備

品
購
入
な
ど
に
対
し
助
成
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展

と
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。
毎
年
度
、
対
象
事
業

を
公
募
し
て
お
り
、
助
成
の
上

限
は
2
5
0
万
円
ま
で
。

　

平
成
23
年
度
は
、
次
の
事
業

が
選
ば
れ
、
今
年
2
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

柳 　 　 郷
購入品：太鼓、太鼓台、盆やぐら、音響機器、
　　　　紅白幕、テーブル、イスなど
事業費：約233万円、助成額：230万円

福 島 郷 会
購入品：太鼓、太鼓台、盆やぐら、音響機器、
　　　　紅白幕、テーブル、イス、テントなど
事業費：約243万円、助成額：240万円

←
福
島
郷
会

←
柳
郷

平
成
24
年
度

西
海
市
奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

募
集
期
間

　

平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で

資
　
　
格

　

西
海
市
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
弟
で
、
高
等
学
校

（
国
立
高
等
専
門
学
校
含
む
）
又
は
、
大
学
に
在
学

す
る
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

で
、
人
物
、
学
業
と
も
に
優
れ
て
い
る
者
。

　

※
他
公
私
団
体
（
の
奨
学
金
制
度
）
と
の
併
願
は

認
め
ま
す
。
た
だ
し
、
併
給
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構
及
び
長
崎
県
育
英
会

の
奨
学
資
金
を
申
請
し
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
、
若

し
く
は
、
上
記
の
奨
学
資
金
制
度
に
該
当
し
な
い
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

貸
与
月
額

公
立
高
等
学
校
及
び

国
立
高
等
専
門
学
校

2
0
、0
0
0
円

私

立

高

等

学

校

2
5
、0
0
0
円

大
学（
短
期
大
学
含
）
国
公
立

2
5
、0
0
0
円

私　

立

3
5
、0
0
0
円

貸
与
期
間

　

正
規
の
最
短
就
学
期
間
内
に
お
い
て
貸
付
け
を
行

な
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
西
海
市
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
（
様
式
第
1
号
）

　

※
保
証
人
が
2
名
必
要
で
す
。

・
西
海
市
奨
学
資
金
貸
与
申
請
者
調
書（
様
式
第
2
号
）

・
所
得
証
明
書（
世
帯
員
の
収
入
の
あ
る
者
す
べ
て
の
分
）

・
在
学
証
明
書（
進
学
予
定
者
に
つ
い
て
は
合
格
通
知
書
等
）

・
出
身
中
学
校
長
（
又
は
高
等
学
校
長
）
の
卒
業
成

績
証
明
書

貸
付
け
の
選
考

　

貸
付
け
の
決
定
は
申
請
書
等
の
資
料
を
基
に
、
選

考
委
員
会
の
選
考
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

償
還
方
法

　

最
終
学
校
卒
業
後
6
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
、

資
金
の
貸
与
を
受
け
た
在
学
期
間
の
2
倍
に
相
当
す

る
期
間
内
に
毎
月
返
還
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
息
は
無
利
子
で
元
金
の
み
の
償
還
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

　

父
母
ま
た
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
人
が
西
海
市
教
育

委
員
会
に
申
し
込
み
、
申
請
用
紙
の
交
付
を
受
け
、

必
要
書
類
を
作
成
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
西
海
市
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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オ
ラ
ン
ダ
村
に
自
然

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

50 

kw
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

　

3
月
30
日
、
西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
へ
の
通
路
法
面
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
設
備
は
オ
ラ
ン
ダ
村
の
受
電
設
備
に

接
続
し
て
い
て
、
発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
西

彼
総
合
支
所
や
風
車
の
電
力
を
一
部
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日
な
ど
で
消
費

電
力
が
少
な
く
、
発
電
量
が
上
回
る
場
合
は

電
力
会
社
が
買
取
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
昨
年
、
西
海
市
が
県
の
「
環

境
実
践
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
モ
デ

ル
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
し
て
費
用
の

補
助
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

補
助
金
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
ほ
か
、

オ
ラ
ン
ダ
村
駐
車
場
の
外
灯
、
西
彼
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
西
彼
総
合
体
育
館
の

照
明
器
具
の
一
部
を
L
E
D
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
に
切
替
え
、
省
エ
ネ
に
よ
っ
て
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
年
間
に
約
4
t
削
減

す
る
効
果
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

曜日 4月のテーマ

月 不
ふ

整
せい

脈
みゃく

の治
ち

療
りょう

（アブレーション）

火 新
あたら

しい心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法
ほう

水 出
しゅっ

血
けつ

しやすくなる病
びょう

気
き

“血
けつ

友
ゆう

病
びょう

”

木 爪
つめ

の病
びょう

気
き

金 歯
し

科
か

の訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りょう

－なぜ入
い

れ歯
ば

を入
い

れるの？

土・日 不
ふ

妊
にん

治
ち

療
りょう

＊祝日は、前日のテープが流れます。

平成24年
2月29日現在 前月比 前年比

各町別
西　彼 西　海 大　島 崎　戸 大瀬戸 2月中

人　口 31,122 -19 -474 9,045 8,223 5,282 1,777 6,795 転入 44
男 14,986 -6 -237 4,350 3,908 2,595 832 3,301 転出 57
女 16,136 -13 -237 4,695 4,315 2,687 945 3,494 出生 20
世帯数 12,545 -12 -1 3,162 2,929 2,605 965 2,884 死亡 30

70120-555-203
1 095-826-5511

0956-23-4300
長　崎
佐世保

4月の

→
情
報
発
信
拠
点
に
新
た
な
戦
力
。

商
工
会
事
務
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
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自
然食歴

史
西海市の魅力魅力

日
本
と
西
洋
を
つ
な
い
だ

西
海
の
歴
史

〜
横
瀬
浦
開
港
四
五
〇
年
〜

第一回　
西
海
市
の
豊
か
な
地
域
資
源
「
自

然
、
食
、
歴
史
・
文
化
」
に
つ
い
て
、

一
年
間
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
様

に
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
一
回
目
は
、
今
年
開
港
四
五
〇

年
を
迎
え
る
横
瀬
浦
港
の
歴
史
で

す
。

一
．
南
蛮
船
の
平
戸
寄
港

　

戦
国
時
代
の
末
期
、
歴
史
上
は

じ
め
て
日
本
人
と
西
洋
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
相
手

は
当
時
南
蛮
人
と
呼
ば
れ
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
で
し
た
。
最
初
に
南
蛮

貿
易
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
平
戸

で
は
、
領
主
松
浦
隆
信
が
キ
リ
ス

ト
教
布
教
を
嫌
っ
た
た
め
、
イ
エ

ズ
ス
会
布
教
長
ト
ル
レ
ス
神
父
は
、

平
戸
に
代
わ
る
良
港
を
探
す
よ
う

宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
に
命
じ
ま
し

た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
密
か
に
測
量

を
行
い
、
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の

が
、
西
彼
杵
半
島
の
北
端
に
あ
る

大
村
領
の
横
瀬
浦
で
し
た
。

二
．
横
瀬
浦
の
開
港
と
繁
栄

　

一
五
六
二
年
（
永
禄
五
）
七
月
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
横
瀬
浦
に
来
航
、

領
主
大
村
純
忠
は
こ
の
来
航
を
大

い
に
歓
迎
し
、
横
瀬
浦
の
周
囲
約

十
キ
ロ
を
教
会
領
と
す
る
こ
と
や

ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
た
ち
の
税
金
を

免
除
す
る
な
ど
有
利
な
条
件
を
与

え
ま
し
た
。
豊
後
、
平
戸
、
博
多
、

山
口
、
京
都
な
ど
か
ら
多
く
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
集
ま
っ
て
上
町
・

下
町
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、
教
会

（
現
横
瀬
浦
公
園
天
主
堂
跡
）
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
復
活
祭
な
ど
が

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
港
の
入

口
に
あ
る
八
ノ
子
島
に
は
十
字
架

が
建
て
ら
れ
、
横
瀬
浦
は
「
御
助

け
の
聖
母
の
港
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

三
、
純
忠
の
受
洗
、
フ
ロ
イ
ス
来
日

　

大
村
館
（
現
横
瀬
保
育
所
）
に
住

ん
だ
領
主
純
忠
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に

興
味
と
理
解
を
示
し
、
一
五
六
三

年
（
永
禄
六
）
五
月
、
ト
ル
レ
ス

神
父
に
よ
り
、
家
臣
と
と
も
に
洗

礼
（
霊
名
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
）

を
受
け
ま
す
。
日
本
人
最
初
の
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
の
誕
生
で
す
。
同

年
六
月
、
二
度
目
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
が
入
港
、
こ
の
時
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
司
祭
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が

横
瀬
浦
に
上
陸
。
亡
く
な
る
ま
で

三
十
四
年
間
日
本
に
滞
在
し
た
フ

ロ
イ
ス
は
、
日
本
各
地
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
歴
史
を
「
日

本
史
」
と
し
て
綴
り
ま
し
た
。

四
、
横
瀬
浦
炎
上

　

し
か
し
、
純
忠
に
よ
る
急
速
な

領
内
の
キ
リ
ス
ト
教
化
は
、
仏
僧

ら
や
家
臣
内
の
反
発
を
招
き
ま
し

た
。
大
村
純
前
庶
子
で
武
雄
後
藤
家

の
養
子
と
な
っ
た
後
藤
貴
明
の
世

継
ぎ
問
題
と
も
絡
み
、
一
五
六
三

年
（
永
禄
六
）
八
月
、
一
部
家
臣

団
が
企
て
た
反
乱
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
反
乱
に
よ
っ
て
横
瀬
浦
と
大

村
は
大
混
乱
に
陥
り
、
や
が
て
異

教
徒
で
あ
る
豊
後
の
商
人
た
ち
が

積
荷
を
奪
う
た
め
に
放
っ
た
火
に

よ
っ
て
、
一
時
繁
栄
し
た
横
瀬
浦

の
町
は
た
ち
ま
ち
灰
燼
と
化
し
た

の
で
し
た
。
そ
の
危
機
の
中
、
純

忠
や
宣
教
師
た
ち
は
、
あ
や
う
く

難
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

五
、
長
崎
開
港
と
横
瀬
浦
の
意
義

　

そ
の
後
、
南
蛮
貿
易
の
拠
点
は
、

福
田
浦
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
外

海
で
あ
る
福
田
浦
は
条
件
が
良

好
で
な
く
、
よ
り
安
全
な
貿
易

港
と
し
て
探
し
当
て
ら
れ
た
の
が
、

一
五
七
〇
年
（
元
亀
元
）、
開
港
し

た
長
崎
の
港
だ
っ
た
の
で
す
。
当

時
の
長
崎
は
、
現
在
の
県
庁
付
近

を
先
端
と
す
る
半
島
で
し
た
。
当

初
、
こ
の
岬
の
台
地
に
六
つ
の
町

割
が
な
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
横
瀬

浦
町
が
あ
り
ま
し
た
。

　

横
瀬
浦
開
港
は
、
長
崎
開
港
の

先
駆
け
と
な
っ
た
歴
史
的
に
重
要

な
出
来
事
で
し
た
。
現
在
の
横
瀬

地
区
に
は
、
長
崎
と
同
じ
「
思
案

橋
」「
丸
山
」
の
地
名
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
横
瀬
浦
は
日
本

に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
発
祥

の
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

▲今でも十字架がそびえたつ八の子島
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皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は　

市
長
の
田
中
で
す
。早

速
で
す
が
、こ
の
冬
、冷
温
被
害
に
よ
り
長
崎
県
の

ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る「
ビ
ワ
」が
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、栽
培

農
家
を
多
く
抱
え
る
西
海
市
で
も
緊
急
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、一
部
の
農
家
を
除
き
、甚
大
な

被
害
は
な
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。農
家
の
皆
さ

ん
も
、お
そ
ら
く
胸
を
ホ
ッ
と
な
で
下
ろ
し
て
お
ら

れ
る
事
で
し
ょ
う
し
、農
作
業
に
も一
層
の
力
が
入

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、4
月
は
何
と
言
っ
て
も
桜
を
題
材
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。第
3
回
を
迎
え
た
松
島
桜

坂
ま
つ
り
は
、3
月
24
日
、25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
登
る
坂
道
も
、今
が
見
ご
ろ

で
し
ょ
う
。松
島
火
力
発
電
所
に
か
つ
て
仕
事
で

来
た
こ
と
が
あ
る
歌
手
の
福
山
雅
治
さ
ん
の
名
曲

「
桜
坂
」と
結
び
付
け
た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。松
島
を
拠
点
に
捕
鯨
で
巨

万
の
富
を
築
い
た
深
沢
与
五
郎
も
史
実
と
し
て
有

名
で
す
が
、西
暦
1
、6
0
0
年
以
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
松
島
で
の
石
炭
採
掘
に
と
っ
て
、全
盛
期
を

迎
え
る
基
礎
固
め
と
な
っ
た
松
島
炭
鉱
株
式
会
社

の
創
業
か
ら
、歴
史
的
な
1
0
0
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
松
島
の
ほ
か
崎
戸
、大
島
に
残
っ
て
い

る
炭
鉱
遺
構
を
い
か
に
保
存
し
後
世
に
継
承
し
て

い
く
か
、調
査
費
な
ど
を
今
年
度
に
予
算
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

松
島
に
は
釜
浦
港
に
着
く
と
ラ
ク
ダ
島
が
迎
え

て
く
れ
ま
す
。徳
川
幕
府
末
期
に
は
、桂
小
五
郎

を
は
じ
め
と
す
る
幕
末
の
志
士
た
ち
が
、幕
府
の

き
び
し
い
目
を
逃
れ
密
会
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る

三
国
屋
旅
館
も
、屋
形
こ
そ
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

敷
石
が
当
時
の
た
た
ず
ま
い
を
し
の
ば
せ
て
く
れ

ま
す
。西
彼
町
郷
土
史
に
よ
る
と
、大
村
藩
勤
皇

三
十
七
士
で
あ
っ
た
渡
辺
昇
、楠
本
正
隆
、稲
田

又
左
衛
門
、樋
口
新
次
郎（
長
岡
重
弘
）ら
と
、坂

本
竜
馬
、桂
小
五
郎
が一
緒
に
納
ま
っ
て
い
る
写
真

が
、西
彼
町
風
早
郷
樋
口
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、

大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
の
中
に
西
海
市
も
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。と
な
る
と
、

三
国
屋
で
志
士
た
ち
が
密
会
し
て
い
た
こ
と
は
、

容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
桜
坂
ま
つ
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、松

島
の
隠
れ
た
魅
力
と
ロ
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
、松
島
に

あ
る
日
本
一
小
さ
な
公
園
が
逆
に
大
き
く
見
え
る

ほ
ど
、島
の
歴
史
的
資
源
が
と
て
も
豊
富
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

松
島
に
は
30
年
前
、世
界
で
最
新
の
環
境
対
策

を
講
じ
た
外
国
炭
専
燃
火
力
発
電
所
が
建
設
さ

れ
て
、今
な
お
1
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
九

州
、中
国
、四
国
地
方
に
供
給
し
て
い
ま
す
。原
子

力
発
電
所
の
事
故
以
来
、そ
れ
に
替
わ
る
電
力
供

給
が
求
め
ら
れ
、に
わ
か
に
石
炭
、天
然
ガ
ス
の
火

力
発
電
所
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
機
を
逃
さ
ず
、増
設
を
強
く
要
望
し
て
ゆ
く

決
意
で
す
が
、こ
れ
に
伴
い
、松
島
架
橋
が
現
実
の

も
の
と
し
て
達
成
で
き
る
よ
う
、市
民
一
丸
と
な
っ

て
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
あ
、春
真
っ
盛
り
。ス
タ
ー
ト
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。市
内
の
各
学
校
の
校
庭
に
は
桜
が
満
開

に
咲
き
ほ
こ
り
、新
入
生
を
迎
え
て
の
新
学
期
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。子
供
た
ち
の
元
気
な
声

が
こ
だ
ま
す
る
校
庭
か
ら
は
活
気
が
み
な
ぎ
り
、

西
海
市
が
め
ざ
す
健
康
の
里
さ
い
か
い
の
原
点
を

垣
間
み
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
担
当
と
な
っ
て
4
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
ぬ

り
か
べ
の
よ
う
な
私
が
各
イ
ベ
ン

ト
に
現
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

取
材
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
私
は
、
担
当
に
な
る
前
か
ら

イ
ラ
ス
ト
等
の
資
料
の
た
め
カ
メ

ラ
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
が
、
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
ら
ず

何
気
に
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
で
は
目
が
肥
え
だ
し

た
の
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
レ
や

写
真
構
成
が
気
に
な
っ
て
し
か
た

あ
り
ま
せ
ん
。

　「
も
っ
と
ア
ッ
プ
で
撮
っ
と
け
ば

よ
か
っ
た
」「
あ
い
た
ー
、ブ
レ
と

る
！
」
な
ど
、小
言
や
愚
痴
が
増

え
だ
し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。（

り
）
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広   報

～スローラ
イフの雪浦

～

第14回雪
浦ウィーク

 

と　き 5月1日（火）～4日（金）
ところ 大瀬戸町雪浦地区

　自然豊かな大瀬戸町雪浦地区。
　そこでの暮らし、さまざまな産物の生産、創作、趣味の場を年1回開放し
て、人と人とがふれあいながら楽しめる催し物です。
　地図を片手に好きな場所を訪ねてみてください。

■横瀬浦とルイス・フロイス

ルイス・フロイス（1532～1597）

　フロイスは、16歳の時イエズス会に
入会しました。同年インドで、フランシ
スコ・ザビエルと出会います。
　15年後の1563年7月6日、フロイス
は横瀬浦に上陸しました。彼は当時31
歳でした。1年間この地で日本語を習
い、布教のために京都に向かいます。
　1569年、京に入った織田信長に二条
城の建築現場で対面し、その後信任を
得て布教の許可を得ます。ですが、後に
豊臣秀吉が出した「バテレン追放令」を
受けて長崎に戻ります。一時マカオに
渡りますが再び長崎に戻りました。
　1957年、65歳で亡くなるまで多くの
著作を残し、中でも「日本史」は日本史
の貴重な記録だと言われています。

横瀬浦開港
450周年

YOKOSE450

第１回

NO.084
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※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター

救急医療
在宅当番医

日　程 曜日 場　所 受付時間
4月23日・5月28日 月 西彼保健福祉センター

9：30～11：004月25日・5月30日 水 西海保健センター
4月26日・5月31日 木 大島保健センター
4月24日・5月29日 火 崎戸中央公民館
4月27日・5月25日 金 大瀬戸保健センター
※身体や心の健康に関することなどご相談ください。
　保健師などによる個別相談を行います。

日　程 曜日 場　所 受付時間
4月20日 金 大瀬戸保健センター

13：30～16：004月24日 火 西彼保健福祉センター
5月1日 火 西海保健センター
5月10日 木 大島保健センター
5月18日 金 大瀬戸保健センター
5月22日 火 西彼保健福祉センター

日　程 曜日 場　所 受付時間 予約締切
4月26日 木 西海保健センター 10：00～12：00 4月18日（水）
　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「平成 23年度 西海市母子健
康カレンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実施時
や各総合支所でも配布しています。また、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

母子健康手帳交付日程

健康相談（4・5月）　

※母子健康手帳交付には
　印鑑が必要です。

臨床心理士による子育てに関する相談を
受付けています。すくすく相談

子どもの予防接種

平成 24年度の麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっ
ています。第 2期、3期、4期の方には 4月中に個人通知を行います。
第 1期 : 生後 12か月以上 24か月未満
第 2期 : 平成 18年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれの方
第 3期 : 平成 11年 4月 2日～平成 12年 4月 1日生まれの方
第 4期 : 平成　6年 4月 2日～平成　7年 4月 1日生まれの方
（ただし、平成 23年度中に接種を受けた第 4期の年齢の方は対象となりません）

日　程 曜日 種別 場　所 受付時間
4月17日 火 ＢＣＧ 西彼保健福祉センター 13:15～13:30

4月19日 木 ポリオ
池田医院 13:30～14:00
金森医院 14:45～15:15

4月23日 月 ポリオ 大島保健センター 13:00～13:30
4月24日 火 ポリオ 大瀬戸保健センター 13:00～13:30
4月25日 水 ポリオ 西彼保健福祉センター 13:00～13:30
5月7日 月 ＢＣＧ 大島保健センター 13:15～13:30
5月15日 火 三種混合 西彼保健福祉センター 13:00～13:30
5月17日 木 三種混合 西海医療福祉センター（大島） 13:30～14:00
5月22日 火 三種混合 大瀬戸保健センター 13:00～13:30

5月29日 火 三種混合
池田医院 13:30～13:45
金森医院 14:30～14:45

※西海医療福祉センター（大島）と西海地区の受付時間が今年度から変更
になっています。ご注意ください。

［ 2012年4月15日～2012年5月31日 ］

4月
15 日

16 月 ■行政人権相談
　(西彼保健福祉センター ･10時～ 15時 )

17 火 ●

18 水

19 木 ●

20 金 ●

21 土

22 日

23 月 ● ●

24 火 ■障がい者就労相談
　（福祉事務所１階会議室 ･13時～ 15時） ● ● ●

25 水 ■人権相談（大瀬戸コミセン ･10時～ 15時） ● ●

26 木 ● ●

27 金 ●

28 土

29 日 昭和の日

30 月 振替休日

広
報
誌
か
ら
抜
き
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い



救急医療
在宅当番医

※専門外に対しては診療ができない場合があります。 ※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

5月3日(木･祝) 5月4日（金･祝） 5月5日(土･祝) 5月6日(日) 5月13日（日） 5月20日（日） 5月27日(日)
真珠園療養所
（西彼）
☎28-0038

金森医院（西海）
☎32-0006

東内科医院（西彼）
☎27-0127

田中医院（西海）
☎32-0033

田中クリニック
（西彼）
☎27-0035

たいら医院（西海）
☎32-2011

小武医院（西海）
☎32-2121

須山医院（大島）
☎34-2123

浦口医院（大瀬戸）
☎22-0015

中村医院（大瀬戸）
☎22-0012

山崎医院（崎戸）
☎35-3337

池田医院（西海）
☎33-2021

雪浦診療所（大瀬戸）
☎37-0150

松島診療所（大瀬戸）
☎22-0271

わたなべクリニック
（大瀬戸）
☎23-3002

救急医療
在宅当番医
西彼杵医師会 

☎095-882-5268

5月
1 火 ●

2 水
3 木 憲法記念日 ●

4 金 みどりの日 ●

5 土 こどもの日 ●

6 日 ●

7 月 ●

8 火 ■障がい者就労相談（福祉事務所１階会議室･13時～15時）
■暮らしとこころの相談会（ハローワーク長崎西海出張所･13時～16時）

9 水 ■行政相談 (大瀬戸コミセン ･10時～ 15時 )

10 木 ■年金相談【予約制】(大島総合支所 ･11時～ 15時 ) ●

11 金 ■人権・行政相談
　(崎戸社会福祉センター ･10時～ 15時 )

12 土
13 日 ■市内小学校運動会・中学校体育大会 (西海町内 4小学校、

　 崎戸小・中・江島小合同、西彼中、大島中、大瀬戸中 ) ●

14 月 ■行政相談 (大島社会福祉センター ･10時～ 14時 )

15 火 ●

16 水 ■人権行政相談
　（西彼保健福祉センター ･10時～ 15時）

17 木 ●

18 金 ●

19 土
20 日 ●

21 月
22 火 ■障がい者就労相談

　（福祉事務所１階会議室 ･13時～ 15時） ● ●

23 水
24 木
25 金 ●

26 土
27 日 ■西海市中総体 (球技・武道 ) ●

28 月 ●

29 火 ● ●

30 水 ●

31 木 ●

広
報
誌
か
ら
抜
き
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い



農林水産省HPアドレス（各地域の「人と農地の問題」を解決しましょう！）
http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/hito_nouchi.html

※これらの事業は、平成24年度予算の成立が前提であり、かつ、今後、内容に変更があり得ることをあらかじめご了承ください。

よくある質問

お問い合わせ先

すでに中心となる経営体がいる地域でも、話し合いが必要ですか。

　5年後、10年後も「人と農地の問題」が生じないと考えられる地域では不要です。
　ただ、新規就農者を位置付けた「人・農地プラン」を作ることで、青年就農給付金等のメリットを
受けられることもあります。

地域の中に中心となる経営体が見当たらないときはどうしたらいいでしょうか。

　新たに集落営農を立ち上げるのも一つの方法です。
　また、他の地域の農業法人等や新規就農者を「人・農地プラン」に位置づけることもできますの
で、幅広くご検討下さい。

青年就農給付金、農地集積協力金等の詳しい給付要件を教えてください。

　このパンフレットに記載している内容について、さらに詳細な情報を農林水産省のホームページ
に掲載しています。また、下記の相談窓口でもご案内しています。

話し合いの結果、集落営農組織をつくることになりましたが、今まで
別の経営体に貸していた農地を返してもらってもよいでしょうか。

　将来にわたってやっていく意欲と能力のある経営体がある場合に、集落営農組織を作ることで
その経営体の発展を妨げることは好ましくありません。
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① 経営転換協力金

② 分散錯圃解消協力金

規模拡大加算

農地集積への支援
※交付要件（遊休農地の解消計画の作成や、主要な農業用
機械の廃棄処分など）や、返還措置などの規定がありま
すので、必ず関係機関にご相談ください。

「人と農地の問題」の解決に向けて、農地の集積を進めようとする
皆さんを支援します。

（1）出し手に対する支援（農地集積協力金）
　農地を出すこと（利用権設定又は農作業委託）への踏み切りを支援します。

（2）受け手に対する支援（規模拡大加算）
　安定した土地利用の確保を支援します。
　（「人・農地プラン」に位置づけられていない方も対象となります。）

※3：市町村への交付単価です。

［貸付等を行う面積］  ［交付単価］（※3）
0.5ha以下 ：30万円／戸
0.5ha超2.0ha以下 ：50万円／戸
2.0ha超 ：70万円／戸

［交付単価］（※3）

5千円／10a

［交付単価］　2万円／10a

［交付対象者］
土地利用型農業からの経営転換などをきっかけ
に「人・農地プラン」に位置づけられる中心経営体
への農地集積に協力していただく
①土地利用型農業から経営転換する農業者
②リタイアする農業者
③農地の相続人

［交付対象者］
「人・農地プラン」に位置づけられた中心経営体
の農地の連坦化に協力していただく
①中心経営体の経営耕地に隣接する農地の所有者
②中心経営体の経営耕地に隣接する農地を借り
て耕作していた農業者

［交付対象者］
　農地利用集積円滑化事業により、面的集積して
経営規模を拡大する農家

　交付対象者は、農業者戸別所得補償制度の加入者である必要があります。
　交付対象者は、農地利用集積円滑化団体又は農地保有合理化法人へ10年以上の白紙委任をする必要があります。

　農地法に基づく遊休農地対策について

　「人・農地プラン」において中心経営体への農地の集積範囲が定められた場合には、規
模拡大加算の面的集積要件を大幅に緩和します。

【面的集積要件の見直し】

　上記の支援策と併せて、農業委員会は、遊休農地解消のための法制度を確実に実施
（地域の中心となる経営体に貸し付けて、農地を集積する方向に誘導）

農地利用
状況の調査

遊休農地所有者等に
対する農地の利用増進
のための指導

指導に従わない場合には、
遊休農地所有者等への通知、勧告、買入協議、都道府
県知事による調停、特定利用権の設定等の手続へ移行



青年就農給付金（経営開始型）

青年就農給付金（準備型）

農の雇用事業

自ら独立して農業を開始する方

新規就農者への支援
※給付の要件（自ら農地の所有権もしくは利用権を有して
いることなど）や、給付停止要件、返還措置などの規定
がありますので、必ず関係機関にご相談ください。

「人と農地の問題」の解決に向けて、農業を始めたい方や
新たに人を雇いたいと考えている皆さんを支援します。

農業を始めて間もない時期に
給付金を給付します。

　　　［給付額］150万円／年
　　　　　　　（最長5年間）

　農業を始めてから経営が安定するまでの
方で、以下の要件を全て満たす方（※1,2）
①原則として45歳未満で独立・自営就農す
る方
②就農する市町村の「人・農地プラン」に位置
付けられている方（見込みも可）
③就農後の所得（本給付金以外）が250万円
未満の方

※1：農家子弟の方でも、
　ア 親とは別の経営をする場合
　イ 親の経営から部門を独立させる場合
　ウ 親元に就農してから5年以内に親から経営を継承す

る場合
　は給付対象となります。
※2：青年就農給付金（準備型）の受給を要件とはしていま
せん。

農業技術の研修中に給付金を給付します。
［給付額］150万円／年（最長2年間）

　道府県農業大学校や都道府県が指定する先進農家・先進
農業法人等で研修を受ける方で、以下の要件を全て満たす方
①原則として就農予定時の年齢が45歳未満の方
②都道府県が認める研修機関等で概ね1年以上研修する方
③研修終了後1年以内に就農する方
④自ら農業経営又は農業法人に雇用されて就農する方

※「人・農地プラン」に位置づけられている必要はありません。

農業法人等へ就職する方

（農業法人等への支援）
　農業法人等が新規就農者を雇用
して、栽培技術や経営ノウハウなど
の研修を実施する場合に、研修に
要する経費を助成します。
　［助成額］最大120万円／年／人
　　　　　（最長2年間）
※「人・農地プラン」に位置づけられていない方
も対象となります。
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皆さんの地域の「人と農地の問題」
について考えてみませんか
（人・農地プラン／新規就農／農地集積）

農林水産省

　高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などの「人と農地の問題」があり、5年後、10年後の展望
が描けない地域が増えています。
　皆さんの地域ではいかがでしょうか？
　地域の皆さんで話し合ってプランを作り、実行していくこ
とによって「人と農地の問題」を解決しましょう。
　プランの作成や就農者の増加、農地の集積を応援します。

などを決めていただきます。

☆集落・地域における話し合いによって、

◎今後の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）はどこか
◎中心となる経営体へどうやって農地を集めるか
◎中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給的
農家）を含めた地域農業のあり方（生産品目、経営の複合
化、6次産業化）

1　人・農地プランは、人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」です。

☆人・農地プランに位置付けられると、

といった支援を受けることができます。

◎青年就農給付金（経営開始型）
　※準備型（研修中）は、人・農地プランと関係なく給付します
◎農地集積協力金（中心となる経営体に農地を提供する方）
◎スーパーL資金の当初5年間無利子化（認定農業者）

2　人・農地プランには、様々なメリットがあります。

☆最初からパーフェクトなプランにする必要はありませ
ん。必要な部分から始めて、順次拡大していくことで構
いません。一旦プランを決めても、

などは、見直せば、2のメリットを受けられます。

◎新規就農者が新たに出てきたとき
◎集落営農・法人を立ち上げ、中心となる経営体となるとき
◎引退を決意して農地集積協力金をもらおうとするとき

3　人・農地プランは、随時、見直すことができます。
〈市町村による検討会の開催〉

○市町村は、話し合いを受けて人・農
地プランの原案を作成し、農業関係
機関や農業者の代表で構成する検討
会を開催します。
※検討会のメンバーの概ね3割は女性
○検討会の審査の結果適当と判断され
たものは、市町村が人・農地プラン
として正式決定します。

〈集落における話し合いにあたって〉
○人・農地プランの範囲は、地域的な
まとまりを持つ農業集落や地域をエ
リアとすることを基本としますが、
地域の実情に応じて複数集落やもっ
と広いエリアでも可能です。
○地域の将来に関する話し合いですの
で、経営主だけでなく奥さんや息子
さんも積極的に参加して下さい。
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